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犯罪社会学におけるリスク社会論の意義 

――逸脱と統制をめぐるリスクの諸相―― 

 伊藤康一郎（中央大学） 

１ 企画の意図 

 現代社会をリスク社会として論じることは、現在、

社会科学の分野において通常のこととなっている。

その契機となったのは、ウルリヒ・ベックのリスク

社会論であるが、ベック的なリスク社会論が対象と

するリスク（原発事故を典型とする）と、犯罪社会

学が対象とするリスク（犯罪や非行）には差異があ

る。したがって、その描くところのリスク社会の像

にも相違がある。現代社会をリスク社会として語る

ことが通常化した現在、犯罪社会学において、リス

ク社会を考える意義はどこにあるのか。その「現在」

的な意義を討議することを目指して、このシンポジ

ウムは企画された。

２ リスク社会とは何か 

このシンポジウムでは、まずリスク社会とは「社

会構成員の間に、自己（個人・家族・コミュニティ・

社会・国家等）の『リスク』への意識が高まり、そ

のリスクに対する『セキュリティ』（安全の保障）へ

の要求が強まることが普遍化する社会である」と定

義して、個々の報告と討議の出発点とした。 

社会の人々の間に、犯罪や事故等の被害への不安

が広がり、それが個人や家族、さらにはコミュニテ

ィ、社会、国家といった広がりにまで至る、自己の

リスクとして意識され、その自己の安全を確保しよ

うとする要求が強まってゆく。しかし、この自己の

リスクへの意識の増大は、必ずしも現実の犯罪や事

故等の被害率の上昇を前提とせず、また、リスクの

マネージメントにより安全を確保しようとする試み

が、必ずしもその意図したとおりの結果を生みだす

とは限らない。リスク社会とは、このような「リス

ク」と「セキュリティ」の、必ずしもリアルである

とは限らない、「意識」としての結合が普遍化した社

会なのである。 

３ リスクのマネージメント 

リスクのマネージメントの主体は、個人、家族、

コミュニティ、社会、国家等の各レベルにおいて存

在する。個人、家族、コミュニティによる犯罪予防

の活動、刑事司法機関による量刑や処遇の判断、福

祉機関によるアセスメントなど、さまざまな主体に

よる、さまざまな形態の、リスクのマネージメント

が実施されている。 

これに対して、リスクのマネージメントの客体は、

例えば、犯罪予防の活動（特に状況的犯罪予防）の

場合には、「我ら」（コミュニティの住民）対「彼ら」

（外的な脅威である犯罪者）型の対決的なモデルに

よって、アウトサイダーとして位置づけられる。 

 しかし、刑事司法機関や福祉機関が携わるリスク

のマネージメントは、少なくとも明示的には、この

ような対決型のモデルを取るものではない。それぞ

れの主体ごとの、それぞれの形態のマネージメント

において、どのような主体と客体の位置付けが行わ

れているかを探ってゆくことも、このシンポジウム

の論点の１つとされた。 

４ 統制原理の競合と補完 

ミシェル・フーコーの統治性論によれば、近代権

力は、「主権」・「規律」・「統治」の三角形として把握

することができる。社会的な統制において、この権

力の三種の型はそれぞれ、法的な統制、規律的な統

制、保険数理的な統制の三角形として現われる。こ

の三種の統制は、例えば、法的な統制は司法の制度

により、規律的な統制はソーシャル・ワークの組織

により、保険数理的な統制はリスク・マネージメン

トの活動により、それぞれが独自のプロフェッショ

ナルの集団によって支えられている。

このシンポジウムがテーマとするリスク社会論に

関係するのは、この三種の統制のうち、市場原理に

よる新自由主義の台頭に伴い出現してきた保険数理

的な統制である。その統制の実現は、リスク・マネ

ージメントに携わる、さまざまなプロフェッショナ

ルの集団に支えられてきた。

しかし、そのリスク・マネージメントに携わる集

団の営為は、その外的な関係において、他の司法や

ソーシャル・ワークの原理に従う勢力と競い合う状

態にある。また、内的な面においても、例えば、ひ

とつの集団の内部でソーシャル・ワークの原理とリ

スク・マネージメントの原理がぶつかり合うなど、

原理による営為に衝突が生じる場合もある。しかし、

その外的・内的な競合は、じつは、互いに競い合う

ばかりでなく、互いの原理と原理が支え合う、相互

補完の働きをしていることもある。 

そのような統制の原理の競合と補完が、さまざま

な形態のリスク・マネージメントにおいて、どのよ

うな主体と客体の配置を作りだし、どのような意図

と結果を生みだしているのか。この点も、このシン

ポジウムによって検討された重要な論点であった。 
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ドラッグ使用を容認する政策と「リスク」の統制

1 はじめに
「リスク」とは、「有害な行為」を避けることによ

り減少と考えられているかもしれない。こうした捉
え方が「正常」であるとすれば、「有害な行為」を容
認することが「リスク」を減少させる、という捉え
方は「逸脱的」といえる。
しかし、本報告では、この「逸脱的」な特徴をも

つドラッグ政策一一犯罪によっては機会の根絶を
目指さないほうが「リスク」を低減させる（かもし
れない）ということを論じる。その具体例として、
オランダのドラッグ政策として知られるハーム・リ
ダクション( h a r m - r e d u c t i o n ) を取り上げる。ハー
ム・リダクションの特徴として、「低閾
( l o w - t h r e s h o l d ) 治療」と呼ばれる断薬を絶対的な
治療要件としない治療プログラムがあげられる。
「低閾治療」は、主に「注射針交換プログラム｣ 、

「薬物代替療法｣ 、「ヘロイン処方｣ 、「薬物消費施
設」というプログラムで構成されている。「注射針
交換プログラム」とは、汚染された注射針が使用者
間で共用されないように、使用済みの注射針の清掃
や回収、新規の注射針や洗浄キットの交換・配布を
おこなうプログラムである。「薬物代替療法」は、ヘ
ロイン使用者の場合、断薬プログラムの離脱者が多
いため、メサドンなど相対的に有害性の低いドラッ
グに置き換えて、使用者の状態の安定を図るもので
ある。「ヘロイン処方」は、薬物代替療法が有効では
ないヘロイン使用者にたいして、一定量のヘロイン
を処方するプログラムである。「薬物消費施設」は、
一定の管理の下で、ドラッグの使用を認める施設で
ある。

2 「危険」と「リスク」
つぎに「危険」と「リスク」の違いについて論じ
る。本報告では、「危険」とは、主体の選択や決定の
条件に関係なく、「有害な結果」をもたらすものと定
める。違法ドラッグの場合でいえば、コカインやヘ
ロイン、覚せい剤グに手を出せば、何をどう選択し
たとしても、犯罪、病気、死という「有害な結果」
を免れないという解釈となる。こうした「危険」に
たいする取り組みはドラッグの危険性を訴えてドラ
ッグの根絶を目指すことになる。
「リスク」とは、主体の選択や決定の条件次第で

「未来」の結果が変わりうるという可能性を指す。
そうした「リスク」の見地では、ドラッグ使用が「有
害な結果」となるかは、「現在」という時点の選択と

本田宏治（東洋大学）

決定の条件次第ということになる。そして、ハーム・
リダクションにおいては、ドラッグを使用すれば、
かならず犯罪、病気、死がもたらされるとはみなさ
れず( B u n t o n l 9 9 8 ) 、むしろドラッグ使用者はドラッ
グの使い方や道具､ 環境の条件次第で､ 犯罪､ 病気、
死という「有害な未来」を変えることが可能とみな
される。

3 「危険」にもとづくドラッグ政策
ハーム・リダクションとの比較という意味で、「危

険」にもとづくドラッグ政策について取り上げる。
これはドラッグ使用はいかなる条件でも「危険」と
する政策であり、国民という「人口」を守るために、
ドラッグ使用の「危険」を常に訴えつつ、ドラッグ
を使用した人びとを刑事施設に収容し、「危険の隔
離」をおこなう( c f ・C a s t e l l 9 9 1 : 2 8 3 ) 。
だが、西欧社会では、ドラッグを使用した者を事

後的に刑事施設に隔離することが、かえって
H I V / A I D S や肝炎などの感染症を施設内で蔓延させ
るという結果が生じた( G e r l a c h 2 0 0 2 : 5 0 5 ; V a n D e n
B r i n k e t a l ．1 9 9 9 ) 。そして、施設で感染した人び
とが一般の社会に大量に回帰することでH I V / A I D S
の感染が国家の枠を超えた「世界」へ、そして「現
在」だけでなく、「未来」の世代にまで損害をおよぼ
す「有害な結果」を招くことになった。それゆえ、
H I V / A I D S が世界的に流行して以降、ドラッグ使用者
を「危険」として隔離する取り組みは、当事国の責
任の範囲を超える「リスク」として懸念されるよう
になった。

4 ハーム・リダクションにおける「危険」と「リ
スク」の統制
こうした「リスク」への懸念が西欧社会に伝播し、
1 9 8 0 年代から1 9 9 0 年代に各地で徐々にハーム・リ
ダクションが提唱され、導入されるにいたった
(RenschlerandMalatesta2001:473;DeJongand
W e b e r l 9 9 9 ; B u n t o n l 9 9 8 : 2 1 3 ) 。ハーム・リダクシ
ョンでは、ドラッグの使用後の隔離よりも、ドラッ
グを使用する時点への隔離なき介入がおこなわれる。
その介入の根幹となるものが「低閾治療」プログラ
ムである。このプログラムのサービスにあたって、
利用者であるドラッグ使用者の個人情報やサービス
利用情報を収集し、大量のカルテを一括して管理す
る。そして、ドラッグ使用者という人口単位で、い
つ、どこで、どのような人間によって、どのような
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方法で、どの程度の、どれくらいの頻度でドラッグ
使用が発生するのか把握するのである。「危険」にも
とづくドラッグ政策が「ドラッグ使用者と国民との
差異化」であるとすれば、ハーム・リダクションは
「ドラッグ使用者同士の差異化」という表現が適切
といえる。すなわち、ドラッグ使用者をローリスク
群からハイリスク群にまで分類するのである
( D r i e s s e n l 9 9 0 ) 。そこでリスク群ごとに種別的な
管理を実施するのだが、ローリスクなドラッグ使用
者群の場合、相対的に時間と場所に自由な自己管理
を促される一方で、ハイリスクなドラッグ使用者群
の場合、「時間」と「空間」を圧縮する「危険」の管
理がおこなわれる。ただし、「危険」を隔離すること
はH I V / A I D S などの感染拡大のリスクとなるため、ド
ラッグ使用に快適な施設に「誘い込み｣ 、その施設の
内部でドラッグを使用させるのである。これは、人
工的に生起させた「危険」が社会にインパクトを及
ぼさないように被害の範囲を内側に食い止めるため
の防爆壁として機能するものである。いわば予測不
可能性のもとで損害が外部におよぶ性質の「爆発
( e x p l o s i o n ) 」ではなく、予測性のもとでドラッグ使
用者の身体の内部に危害の範囲を留めようとする
「爆縮( i m p l o s i o n ) 」といえるものである。その意味
でハイリスクなドラッグ使用者を特定し、「有害な
行為」をさせることは、その当人のためではない。
（使用者以外の）国民を「有害な結果」から守るた
めのものといえる。ひいては他国の人びとや未来の
世代をも守るための「有益な取り組み」につながる
ものといえる。

4 おわりに
世界のどこかで取り組まれているハーム・リダク

ションが、日本に住む私たちや未来の世代に「有益
な結果」をもたらしているかもしれない。日本では
「ダメ・ゼッタイ」的な取り組みを「有害な取り組
み」とみなし、ハーム・リダクションを「有益な取
り組み」として肯定的に評価する動向がある。
しかし、「ダメ・ゼッタイ」がドラッグ使用者を一

律に「危険」と定め、国民の他者とする一方で、ハ
ーム・リダクションも「危険」との関係を免れるこ
とはできない。ハーム・リダクションもまたドラッ
グ使用者という全体から逸脱した一群を「危険」と
定め、彼らを未来なき他者として経済効率的に処理
する一面があるからである。「有益な取り組み」が
「有益な結果｣ をもたらすとはかぎらず、「有害な取
り組み」が「有害な結果」をもたらすとはかぎらな
い。本報告におけるハーム・リダクションという題
材は、いかなる取り組みであれ、未来に必ず「有益
な結果」をもたらすと過信できないことを示唆する
ものである。よって、この政策を過信することもま

た「リスク」とみるべきと考える。
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ͨ174aͷ174c ȍ 'ͩ  
 
�hJL��1"B=W.B5#�46W�`

C3"]?�3A8IOUV�

ihSY�]?fM\g7 IO�UV�

ͨͮ �ͩo~ôȳ 177ȍU&ƮɯƗ˛ʮk˝ţBg'
ƗŖS―Bg˝ţU&ƮɯƗ˛ʮPɔʏ@HĸȈT

˝ţlURV&ƮɯƗ˛ʮTā̳͟ĿT¢LTÍP

@Nǅjhg'  
ͨͯͩƮɯƗ˛ʮ4dXƗŖU&˒ɉTÈĖXť

ÈSɣŐTžSR1'  
ͨͰͩā̳͟ĿP@NTƗŖU&Ʈµ͟Ä˒ɉkĨ

_']H&Ʈµ͟Ä˒ɉTǱˣT¬ƦU&,̏ÈYT

ǔç-lURV&,ɑ÷RĭÅT̆`-S0g'Fh

S˲`ehgTU&¢˅ɯS&˔ŧʶS·̾Tűē

kɊ˞@NďRgťÈSƔ7§<ehHP7l0g

�	'  
ͨͱͩ�o~TƮɯƗ˛ʮTŁȌɯR̬òS&[\

əļTƙSRKHTU&ʒ 33 ȡôȳT¢̬ǩȥȳ
ͨ1997 Ɗ 7 ȇ 5 ǻͩl0g�
'Fh½ýT˝ţU&
ƗŖPƮɯƗ˛kċ÷@&]HƗŖUɣŐ̾TƮµ

@5į͜P@N1R5KH'ʏȳʶU&ȉ]R1ʺ

̻ƮµbĜȻaƮµPĤțS&Ƙ²ʶTƮɯ˂ſȰ

ţȞP·̾TűēkÑŧBgP12˲˼SŁM1N&

FhekĤAd2Sïʰl7g˝ţkƨ@H'Fh

Sdf&ɣŐTžTR1˝ţPRf&]HƮɯƗ˛

PƗŖkǽʀSċ÷@R1&əļTōȑSˊgɹ1

HaTl0g'  
]H&Fh]lU&Ɨ˛TǃȩP@NȄ˒ ʾ̘

@5R5KHaTS&ɓȲTøɠP12ʒ¥T͟Ŀ

SāPehH'ʏȳ̋ǼU&S&Ȅ˒ ʾ̘SR

VNa&˔ŧʶSƮɯ˒ɉS͡1Nɿɴ@Hf&˒

ɉʶPTÈȔžʔ5eǊǇkUA`5e07e`H

d2RŃģTïʰT̾͋kŀ`g=PS0KHS&

=TɳɯUƧC@a̧ǀ>hN1R1']H&=T

ǩȥSdf&ȍǱT,řŗŋ-P12ˣˋSü͆>

h&ŎŚ̾ƗŖSïʰTŮ́PRKH'  
 

jhETB\
ͬͬ

W��"28�F:  

� �o~TȍǱlɑS̳˛RTS&FhSƮɯƗ˛
ͬͬ

ʮP@NȚǀ>hN1gɈl0g'Ɨ˛PU&˒ɉ

ʶSº·S¢ţT˒ɉkƗùBg=Pl0g'ǃȩ

PƮɯ˒ɉTƗ˛UǽʀS÷TaT&ȩ͊ɯRaT

Pɛˡ>hN1g'  
� Ɨ˛Tǃȩl0g 1 ĠTȄ˒U&ƶƬkǆĻBg
ǃȩlR;hVReR1'˔ŧʶSĦ;HʹÈɯƗ

ù]HUʚʄɯƗùP@NTȄ˒l0g�('2 ĠT
ʾ̘U&ȍǱTǱˣ¦&ɞīb̏ÈSŮBgəļT

đ͈kĖ\BǼTʾ̘S̈́ehg'ºǶ&ºTʉ͟

Tʾ̘ͨHPPVˡ͐Tʾ@ͩU&240 ȍͨƗ˛ʮͩ
Tį͜PRg'3 ĠT˔ŧʶSÔ˿RV˒ɉʶTƚ
͙S>e>hgɓȲTøɠS4;gɓȲPU&̞

˴ öÍSdhV&ťˠɯR²ýöǴSŁM1N&

˔ŧʶS˒ɉʶT̊=f2gƗ˛ɯRȄ˒ËɠSŮ

@N&ǊǇ@NaǀĀBg˜̔^UR1@&̜<g

=PSdKNĳ̫Bg=Pa&ʒ¥ʶTĂ;Sdg

ĳ̫aȊƜl7R1ɓȲl0g�)'öÍ ̞˴Sʏ

ȳ̋ǼSĘ@N=Td2SēȔSˡBgTU&ȌĠ

SºTĠPĤAȳţôl˝ţ>hN1g5el0g' 
 
h>�!0Z@X8�"<8�H��

ih2_K6�

� �o~ôȳ 78b ȍͮ͛ 1 ĠSdhV&ƮɒʮͨH
I@&180 ȍ 1 ͛ 2 ͛k͆VͩS―@NU&Ɂ 30
Ȧ]lé˫ȂĄUÚȤBg'=hU&ɑS&æʑT

ƮɯˏƜSFTæʑSÏŜ@N1gɝŅl4=Rj

hg=PSŌ1=P5e&ÏŜƮSˡȺ@HƞSĩ

˫SL1NʵPgČòRȂ̾k©PgH`TaTl

0g�*'  
jh[4��cG�

� ô²ǃʥ7P̥ǲǃʥ7S―Bgǒ̶U&æʑS
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˔ŧʶT˕ök̟̕S̡`gZ7=P&æʑ ŴƊ

S˔ŧʶP@NˬˣBgP7SU&˕öTé̽k@

R1ĕUù̈́Bg=PRQ&¢ţT̮ƺk˝ţ@N

1g'  
 
�h5�0�*$(�QD�

e^9W�

� �o~TƮɒʮU&ŴƊSŮBg¢̬Tʮk͆1

N͕˟ĩʮl0g'ƮɒʮT͕˟ĩʮĉUBlS

1876 ƊS˒jhH'=hU&ïʰBZ7˒ɉSïʰ
l7R1ɓȲSŤćŨ5eT¨ɁSıð@HH`l

0gS&Pfj;ƘȂ&ƮɒʮU,ˆÓSŮBgʮ-

IKHH`&ʂÁɯȳɰS˟ĩʮl0gTUől0

gPTɛˡ5eü͆SR>hH��'ŎŚ̾ƗŖSï

ʰŮ́SçKHP7S&˔ŧʶTƶƬkű̳l7g

d2RùƎkųçBZ75S˾˹SRKHS&=h

Uħţ>hH�,'  
 
�	 Vgl. Jörg Eisele, in: Schönke/ Schröder, 
Strafgesetzbuch Kommentar, 29. Auflage, 
2014,§177, Rn 20a. 
�
�Vgl. BT-Drucks. 13/ 7324 S. 5.�
�( Eisele, a.a.O.,§177, Rn 5 RQkĔɌ'�
�)�BGHSt, 50, 359 RQkĔɌ'  �
�*�BT-Drucks. 18/ 2601 RQkĔɌ'�
���356��Drucksache des Reichstags Nr. 54 von 
1875/ 76.�
�, Vgl. BT-Drucks. 13/ 4543 S. 4 und 8.�
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͘ĹS4;gƮɒʮ˝ţ�

�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � )z p���ͨō͘ȭĹƽȳ˕öǂͩ�

�

ͮ� Ʈɒʮk`:gȳÈʛ�

͘ĹlU 	..�Ɗ¼5eƮɒʮŮʕYT―ƦSͣ

]KH'ƠȎ&͘ĹS41NƮɒʮk˝ƝBgȳ

ƝU&	.*( ƊSùţ>hH,ôȳ-T^l0f&

ƗŖʮRQTƮɒʮSŮBgô²ǃʥ¦Tɑ÷R

̮ƺUR5KH'�

F=l&͘ĹlU 	..) Ɗ&ƮȄÿɒʮSL1N

Tɑ÷ȳkùţ@&
��, ƊSUæʑƮɒʮSL1

Nɑ÷ȳkùţBg=PPRKH'əļ&Ʈɒʮ

SL1NȚǀ˛¾PFTïʰkţ`gȳƝU&,ô

ȳ-&,ƮȄÿɒʮTïʰʔS―BgɑÍȳ-&,æ

ʑ ͔ŴƊTƮÔ˿S―BgȳƝ-T¥Ll0g'

ɑ÷ȳlU&ôȳlU¨Čòl0KHȚǀ˛¾k

̚ā@&Ʈɒʮ˔ŧʶkÔ˿Bgț(RǶȳSL

1Nţ`N1g'�

ȌłĩU&=heT¥LTȳƝlţ`ehN1

gƮɒʮUÉl0f&QTd2Sïʰ>hN1g

T5&ô²ǃʥS41NƮɒʮT˔ŧʶkQTd

2S̮ƺ@N1gT5&͘ĹlU˟ĩʮUREƐ

Ȥ>hHT5&é˫ȂĄUQTd2S̩ɠ>hg

5&RQSL1Nʞ¹Bg'�

̗Ɗ&ƮɒʮʶSŮ@NU&ôʰT[5S̏ã

é̽&012 køɠ@HÅʯ̍̚&ĉŝɫȳ�ˍɐȵ

Ű	 &æʑƮɒʮʶTŵʸù̈́RQ&ț(Rù˕S

ųç>hN1gS&ȌłĩlU˰@VǅjR1=

PPBg'�

�

ͯ� ôȳ�

͘ĹôȳUʒ (
 ʐS,ƗŖP̱˒�j1aL	 T

ʮ-P12͜ɳT§l&ƗŖʮPƗùɖ˚ʮkU

A`&ƮɒʮSL1Nţ`N1g'=hPPaS&

ʒ (	 ʐT,ɥĚP˳ƔTʮ-lŉȀkɳɯP@H

·TɥĚ ˳ƔaïʰBgP@N1g'�

ôȳU 	.*( ƊTùţ½Ȏ&	..* ƊSʒ (
 ʐT

͜ɳk,̂ǧS―Bgʮ-5e,ƗŖP̱˒Tʮ-

YPǩȥ@H½ŋSU&0]fŊjeR5KH'

IS&
�	
 Ɗ&9	 ˟ĩʮTƐȤ&:	 ƗŖʮTť

Èk,ŚŐ-5e,·-YPǐō&�	 ͟ÄƗŖʮ

Tǵ˨RQ&̳˛RǩȥS˒jhH�
�	(���	. 5

eǷ˒	 '�

ôȳlU&ƗŖʮ&͟ÄƗŖʮ&Ɨùj1aL

ʮkUA`&ȋǀƊʶbÔ˿ɲɻ@N1gʶP1

KH&ÿ―ÒSžS0gP7TȚǀ˛¾&ƗŖP

àŧbȧ´Sʡģ@Hā̳͟Ŀa˝ţ>hN1g'

]H&ȋ̢ɒPƇʴɒkïʰBg=Paţ`N1

g' 

�

Ͱ� ƮȄÿɒʮTïʰʔS―BgɑÍȳ�

� ôȳkǩȥBgdfU&ƮɒʮSL1N˝ţB

g÷̝TȳƝkùţ@H[2S&dfĄȐɯSƮ

ɒʮSŮƩl7gP12˲˼T§S&	..) Ɗ,Ʈ

ȄÿɒʮTïʰĖX˔ŧʶÔ˿ʔS―BgȳƝ-

Sùţ>hH'�

� P=iS&ɒʮTïʰP˔ŧʶTÔ˿S&WP

LTȳƝl¢ʩSţ`ehN1g=PU&˒ǫS

Ƚ¯SɞAgP12ǒǢS0KH'F=l&ɒʮ

TïʰSL1NUȳćɶS&˔ŧʶTÔ˿SL1

NUŐƮŨǹɶSFhGhȳȕkËǀ ɬ˾@&

,ƮȄÿɒʮʔTïʰS―BgȳƝ�½§&,ƮȄ

ÿïʰȳ-P12'	 -P,ƮȄÿ́ȤĖX˔ŧʶ

Ô˿ʔS―BgȳƝ-S 
�	� Ɗ ) ȇ 	* ǻ&Pa

Sùţ>hH'�

� ƮȄÿïʰȳlU&ôȳTƗŖʮʔT^ReC&

Ȼ¯ɐSL1NTʮbŉȀTH`T·̏ŉ̇S5
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5jgʮaĨ`N&,Ʈɒʮ-kţʲ@N1g'F

@N&ôȳ¦T×÷ɒʮkʡģ@NȳţôkƔ7

¦<N4f&ɱǥ&ɪɃ˒ɉRQ&ôȳSdKN

ïʰ>hR5KHɒʮSL1Na˝ţ@N1g' 

� R4&ȋǀƊʶSŮBgƮȄÿɒʮTé˫ȂĄ

UǀƊSRKHǻ5e̊ʖ@&DNARQTˬǏS

0KHŃģSUȂĄSƑ‐>h&̝ ŧʶS 13Ȧȋ

ɁTśÎ0g1U͍ŧʶl0gŃģ&ƮɒʮT˔

ŧʶSȧ´@HŃģSUĩ˫ȂĄkƐȤ@H' 

¢Ƕ&ƮȄÿïʰȳlU&āŧʶTïʰI;l

RV&ô²ǃʥS4;g˔ŧʶTÔ˿SL1Na

ţ`N1g'ƮȄÿɒʮ²¾U&ǋƘT˽ūPȖ

ūSǗȒk˒1&Ʈɒʮků̻ɯSǅ2˕ö̬S

ŭɛBgTkUA`&˔ŧʶƓ˿ňTǨǞ(Ĺ̪Ɠ

˿ňa̪¿l7g)&Î̙T̸ɤ ÔŜĖXˬǏP

@NTøɠ&͕é̽ŭɛ&¬ʤ˖ʯSdgˬ·Ų

į&ů̻ŨTƶ˜ɌÁ&»Ⱦ·TĤƄ&Ƨ˛RŃ

ģSUÎ̙Ăÿ·Tu�¡�RQ&ŌțRǶȳS

dKN&˔ŧʶT³ȡ˔ŧḱȤBgH`Tăÿ

Sʥ;ehH' 

 

ͱ� æʑ ͔ŴƊTƮÔ˿S―BgȳƝ�

� æʑƮɒʮSL1NU&
��, ƊS,͔ŴƊTƮ

Ô˿S―BgȳƝ-Sùţ>h&õ`N͔ŴƊk

Ů́P@ṄȀ˒ɉk@HʶT̏ãé̽k˝ţ@

H'
�	� ƊSU&ȳƝĥSəļT,æʑ ͔ŴƊ

TƮÔ˿S―BgȳƝ-PRf&æʑ ͔ŴƊS

ŮBgƮɒʮTïʰ&ô²ǃʥS4;gɑ÷ǅ1&

̞łĖXǬƭǛʯ&āŧʶT̏ãé̽ĖXŵʸù

̈́RQSL1Nţ`N1g'�

� =TȳƝlU&śÎSŮBgƗŖʮRQ&ôȳ

¦TɒʮUagil&śÎŉȀ&æʑ���T˘

Ë&ǳǸ&̤Ǡ&ǂǑBg=PbFheT˒ɉk

ǳǸ&ŃǂkǜÎBg˒ɉSaôʰkʇ@N1g'�

� æʑ ͔ŴƊ˔ŧʶTH`Sa&¦˧TƮȄÿ

ïʰȳS0gǶȳP&˔ŧʶTÔ˿&ɵ˷&ȱɫ

SL1NT²͛k˝ţ@N1g'�

� ͘ĹS41N&śÎSŮBgƮɒʮTïʰU&

PNaē@1ɓƹl0g'=TȳƝU>eS&ā

ŧʶT̏ãé̽Pŵʸù̈́SL1Naţ`N1g

S&==lU˰@V˹AR1'�

�

Ͳ� ]P`�

� �͘ĹS4;gƮɒʮTïʰĖX˔ŧʶTÔ˿

U&ƮɒʮSL1N˾˹SȌȔɯSŔ]KH 	..�

Ɗ¼PȬZgP&�ŴRVPaȳƝT͖5eUō7

RǀȐS0KHP1Pg'@5@&ôʰSē@B

8N&āŧʶTʂÁYTƢƆS>eS͒@VRK

N1g=P&ºTɒʮPT���xTį͜&ēʰ

PƮɒʮTȿŴPT―ÒSǽe5lUR1=P&

RQTǒǢaŜļBg'=heTǒǢSL1NU&

ȌłĩlˢhR5KHĢʉTïò�̏ãé̽&͓ś

̌ɝ&ŵʸù̈́&×·ƴłɭ̸&ˍɐɫȳRQ	 P

T―ÒaĨ`N&¸ƞT˵͜S@H1'�
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�n����S4;gƮɒʮ˝ţ7̗ȂTƮɒʮ˝ţǩȥk¬ƦS7 

 

)ͥˎ� ŤͨɘĎōŝȳŝ̬ͩ 

 

1� UA`S 

� �n����ôȳTƮɒʮ˝ţSL1N&̗Ȃ

Tôȳǩȥk¬ƦS@Nłĩk@H1'Ʈɒʮ˝

ţU&S 3 ĳTǩȥkʠNəļTŘSRKN1

g']C&���� ƊǩȥlU&ƗŖʮ ā̳ƗŖʮ

T͕˟ĩʮĉ&ƗŖʮ˝ţT͟ĿĉĖXwq�|

¡��¡���ĉS>hH'ȡ1l&���� Ɗǩȥ

lU&é˫ȂĄT̊ʖɈTŊȅS>h&>eS&

���� ƊǩȥlU&͕˟ĩʮ˝ţTƥƍĉĖXƮµ

șƪTţʲĉS>hN1g'½§lU&Rǩȥ

ɈSL1N̙Zg' 

2� 1999ƊǩȥSL1N 

ƗŖʮPā̳ƗŖʮS&͕˟ĩʮĉ>hH=P

Sō7RƶʲS0g'BRjg&�n����l

TƮɒʮUͨǻȌ½¦Sͩ͝˜ɽfSdgɒʮS

ŌV&FTH`&ĩ˫k@SV1&0g1U&H

PP@NaFTĚȺ@kBgRQTs¡xSƞk

ʣHR5KH']H&˽ūTƮɒʮSŮBgŮƩ

a&ĩ˫SR1ͨ0g1UĚȺ>hgͩ=PkƵ

ţ@N&HPPƮɒʮk˲ɽ@NaǗȒkČòS

˒jR1s¡xSłĩ>hN1H'=Td2Rʼ

ȃ5e&˟ĩʮU_@i˔ŧʶSPKNȈɰlU

RV͕˟ĩʮĉBgZ7PT˾˹Sͣ]f&̊˫

BgȞ̈́k˝ţBgôȳ 20 ʐ 11 ȍ&UƗŖʮĖ

Xā̳ƗŖʮ˝ţk͕˟ĩʮP@H'͕˟ĩʮP

@H=Pl&ʢˤ¦TŊĉaðN7N1g'ǩȥ

ýT 1994 Ɗ5e 1998 ƊP&ǩȥƞT 1999 Ɗ5

e 2002Ɗ]lT& ˲ɽ¾ǯ&!̛Ȗ¾ǯ&"Ȉ

ʮ¾ǯĖX#Ȉʮ¾ǯT&1Ɗ0HfTƉľ¾ǯk

ȬZgP& ͨ 1994Ɗͷ1998Ɗ 4ͩ21¾�ͨ 1999

Ɗͷ2002Ɗͩ545¾&!164¾�309¾&"59¾

�89¾&ĖX#54¾�71¾&PŊĉ@H' 

]HĤƊTǩȥlU&ƮɒʮS―Bg˝ţk&

ƗŖʮ&ā̳ƗŖʮĖXƮɯ˒ɉTƗ˛ʮʔT 3

LSò͟@H'>eS&ā̳ƗŖʮk 4 LT˒ɉ

ƹțSò;&,˔ŧʶS̳à&ȼúRɩȮ&ȧS

ɇ@HɓƹSɞAH-ͨʒ 20ʐ 2ȍ 1͛ 1Ġͩ&

,
 ·½¦TʶSêĤ@Nɒʮk˒KHŃģĕU

ɑSȼúRʚʄɯʹÈɯ˔ŧSɞAHŃģ-ͨ Ĥ 


Ġͩ&,ɑS̴ː&Ȩ̰0g1Uŷ̓k©PgǶ

ȳlɒʮk˒KHŃģ-ͨ Ĥ ( Ġͩ&,̷&ñɐ&

ĕU·kȧS˃e@`g̦ëkÌ10g1UɄ@

1Ȅ˒Sdgʾ̘Sɠ1ehHŃģ-ͨĤ ) Ġͩ

P˝ţ@H' 

3� 2010ƊǩȥSL1N 

� ƮɒʮS―Bgé˫ȂĄU&ƗŖʮ 10Ɗ&ā̳

ƗŖʮ 20ƊP˝ţ>hN1g'aKPa&Ʈɒʮ

T˔ŧʶSȋǀƊTŃģSU&FTÔ˿kBgƧ

˛ƮSĝVhgd2SRf&ƮɒʮT˔ŧkě;

HʶS 18ȦȋɁTŃģSU&é˫ȂĄT̊ʖɈk

28 ȦSBgǼTǩȥ>hH'=hSdf&ƗŖʮ

U 38 Ȧ]l&ā̳ƗŖʮU 48 Ȧ]l&é˫ȂĄ

S55eR1=PSRg' 

4� 2014ƊǩȥSL1N 

� 1999ƊǩȥSdfǺSƗŖʮĖXā̳ƗŖʮU

͕˟ĩʮĉ>hHaTT&ºǶl&¨̊˫¾ǯb

̊˫TĚ§<¾ǯTņāUņā@H'ëÈɯSU&

ǩȥýT 1994Ɗ5e 1998ƊP&ǩȥƞT 1999

Ɗ5e 2002Ɗ]lT& ˽ūlƮɒʮlR1P>

hH¾ǯ&!¨̊˫¾ǯ&ĖX"̊˫Ě§<T¾

ǯ&k 1Ɗ0HfTƉľ¾ǯlȬZgP& 17¾

�56¾&!55¾�128¾&"3¾�15¾Pņā@

H=P5e&͕˟ĩʮĉk>eS̡`g=PT̳

˛ƮS˲˼>hgd2SRKH'F=l&yrv
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����x���ʮk˝ţ@&yrv����x

���ʮ½ŋTƮɒʮSL1NU&èN͕˟ĩʮ

ĉBg=PP@Hͨǩȥ 
� ʐ 		 ȍͩP˝ţ>h

H' 

R4&yrv����x���ʮU&,ºT·

kˢg=PSdf&ºʶTƮɯ˂ſȰţȞkÑŧ

BgƮɯ˒ɉk@H-ͨʒ 
� ʐ * ȍ 4ͩ=PkŤ

˒˒ɉP>hN4f&1jcg,yr��-PU

íũSɧRg'�

*� 4jfS�

� �n����ôȳSùţ>hHTU&�n��

��S�vmSʢȱ>hN1H 	--. Ɗl0f&Ƙ

ȂTôȳU5LNTʢȱĹl0KHxpq¡��

Tƚ͙kˇɅVȨ@N1H'FTƞ&	.,� Ɗ¼S

RfôȳǩȥS̡^əļlU[\ǩȥËȗSʟ°

@&ùţƘȂT͖ƚkȨB˝ţU *ͧʈƎl0g'

Ʈɒʮ˝ţSL1Na&ºT˝ţĤțSǩȥS̡

^&ɑS&	.-� Ɗ¼Sɬɞ@HŐśȪŧ²¾ͨ�

��²¾ͩkŏȟP@N&ǩȥSɵȡ1I'�

� FT¬la&͕˟ĩʮĉU�n����la‐

VĚf¦<ehH�¡�l0f&
�	) Ɗǩȥl¢

ƩTʡ˹kơgS˃KH']H&̗ƊlU&é˫

ȂĄT̊ʖɈk˜Naǽe5Rd2S&śQaT

Ʈɒʮ˔ŧʶSŮ@Nō7RȵƶSǄjhN7N

1g'�

� ǻȌla&ƮɒʮS͕˟ĩʮPRg˜̞@Sʏ

KN7N1gS&�n����lT͕˟ĩʮĉk

@N7HʠʬUĔʵSRg'>eS&ǻȌlU]

IǩȥT˜̞@UʏKN1R1S&śQaSƮɒ

ʮT˔ŧS0KHŃģTé˫ȂĄT̊ʖɈSL1

NT˾˹U&ǻȌlaČòSʵƺBgZ7l0i

2' 
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xpq¡��S4;gƮɒʮ˝ţ 

 

)ɼ̴� Ʋʱͨɜɚōŝōŝͅȳćɾʍʇͩ�

�

1� Ʈɒʮ˝ţTĆĦ3 

� xpq¡��Tə˒ôȳU 1965 ƊSǷ˒>h

N1gͨ1962ƊȳƝʒ 700ĠͩS&ƮɒʮS―B

g̬òUōƈSǩȥ>hN1g'1965 ƊƘȂU&

Ʈɒʮ˝ţUʒ 6 ʐS,̦ƣSŮBgɒʮ-P@

N˝ţ>h&ĤƶT0gĤƮƷ&śŞ äƕœŒ

PTƮ˒ɉaïʰŮ́PRKN1H'ʒ 6 ʐʒ 1

ȍƗŖʮʒ 1 ͛UɣƮkāŧʶ&ŐƮk˔ŧʶP

@&˒ɉUƮµͨǻȌT,ŖȻ-ͩ l0f&əļT

ǻȌTôȳʒ 177ȍP[\ĤAl0KH'1984Ɗ

TǩȥlU&ʐTĥýS,Ʈɒʮ-Sǩ`eh&

ƮT¬ʏĉͨwq�|¡ ��¡���ĉͩSR

>h&FhSÃKNƗŖTșƪaǐō@Hͨ½§&

,�o�-P˪B 'ͩFTƞ&,ŐƮSŮBgȄÿ-

Sȵɳ>h&1998ƊSU,ŐƮTŠèȳ-Sǀʏ

@&ôȳTʒ 4ʐʒ 4ȍ aʒ 2͛S DVʮSËe

hH'==lU&84 ƊSR>hHƮT¬ʏĉSĘ

@&0PNɣƮ5eŐƮYTȄÿkǽ˧@H'F

Tƞ&2005ƊTǩȥlU&>eS�o�TșƪU

ǐō@H' 

 

2� �o��PRgùƎ 

xpq¡��TƮɒʮŮʕkʵPg͌S&ǽ˧

>hgZ7U&̝ ŧʶ˗Ç·ͨ ˔ŧʶĹ̪Ɠ˿·ͩ

TŜļl0g4'˔ŧʶ˗Ç·U&ǗȒTȆõTȩ

                                                   
3 xpq¡��S4;gƮɒʮ˝ţT˪Ǳͨ1965
Ɗ&1984Ɗ&2005ƊͩU&ǎʊ,xpq¡��
S4;gɒʮ˔ŧʶ āŧʶŮʕ-ͤˎ̀ȱºʪ

.yrv���nPȳ/ͨ 2006ƊͩȏĊōŝðɏ
Á 319͚ͫ356͚kĔɌVI>1'FTº&ǎʊ
,ĊȢS4;gƮɒʮ˝ţPFTŮʕ-ʮPʰ

ͨ2013Ɗͩ21͚ͫ37͚' 
4 ˔ŧʶ˗Ç·ȳSL1NU&ǎʊ,ɒʮ˔ŧʶT
ȳɯĽÅ-ȳŝɾʍͨƼƾʲńōŝȳŝɾʍÁͩ

ͨ2007Ɗͩ507͚ͫ536͚kĔɌVI>1' 

͊5e̪¿>h&FTƞTȸhk˴ǽ@&Ě˶S

aĤƄĞʽl&FTƞT˕ö&͂ƅʆ˫&ŃģS

dKNUɒʮ˔ŧʶƋYTɢ˸]lǞĂBg'

1988ƊƘõU&ȼúRƮɒʮT^S̪¿Ğl0K

HS&ǯƎTǩȥkʠN&2001 ƊSU&,ȳţô

SǍʅôT0gɒʮ-ͨ ˔ŧʶƓ˿·ȳʒ 1ȍʒ 3

͛ǩȥͩS̪¿ĞʽPRKH'ƞ̙Bgd2S&

Ʈɒʮk͕˟ĩĉBg͌SU&˔ŧʶ˗Ç·TŜ

ļSƧ˛PRi2' 

 

3� Ʈɒʮ˝ţT¬ƦPRg˝ţTŰʈʘķ 

1l̙ZHd2S&ə˒ôȳǷ˒ȂTƗŖʮTí

ũU[\ǻȌTƗŖʮPĤAIKHͨǻȌTɂƗ

ŖT2g&·kƶ˼¨ǽP@HĒĴSāŧʶS0

gƙƹT^ƗŖSRg 'ͩ1984ƊǩȥlU&,º·

SƮµĕUƮɯ―ÒkƗ˛@Hʶ-PRf&əļ

U&,àŧ&FTºȄ˒&ˈ@VUɒʮ˒ɉTʾ̘

SdKN·SƮµkƗ˛@&ĕUÑŧTʉ͟ĖX

FTºT²ƴkʵƺBgPƮµPĤʔTFTºT

Ʈɯ˒ɉkŤ˒&ˈ@VU˩ũ>aHʶU,ƗŖ

ͨ�o� -ͩTʮP@N&2Ɗ½¦ 6Ɗ½§TǍʅ

Sïaehg'-P˝ţ>hN1g5'ŌŴTȂ̾T

ʤʥUƧ˛P>hN1gaTT&·̾T̏ÈTʌ

SÉ5kçhg=PT^ReC&˂ƻ˒ɉk>a

gʔa�o�P^R>hg6'gR^S&�¡�}

                                                   
5 gR^SƗɱʮTȳţôU 1Ɗ½¦ 6Ɗ½§T
Ǎʅôl0f&§̈́U�o�ʮTǶS̳1' 
6Ĕʵ͵ʒ �ʐʒ 	 ȍʒ �͛ͷʒ �͛�

�

ʒ � ͛� ºʶSƶ˼SR1&ɺɸ¬l0g&ȼú

Rưƫk55PN1g&̯̭ɓƹa@VUFTº

TˍɐTƚ͙k2;N1g&ɩȮl0g&̏ÈS

ǟàk̃KN1g&ʚʄɯSȽ¯@N1g&a@

VUFTºTɓȲS̹^&ɑ÷Sđ͈RɓȲS0

g=Pk&¨ƘSøɠ@&Ʈµa@VUʒ 	 ͛S
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�S4;g�o�T˲ɽ¾ǯkȬ̒BgP&xp

q¡��T˲ɽ¾ǯU&�¡�}�TƉľT 5 5

e 7 Øl0g'=hU&xpq¡��T�o�T

ŰʈʘķS͕ƇSƌ15el0gPɛˡ>hN1

g7' 

 

4� ͕˟ĩʮĉ�  

� xpq¡��lU 1983 ƊSƮɒʮT͕˟ĩʮ

ĉSR>hH'=hU&ŨƏíTɒʮkɒʮĉB

gȸhT¬l˒jhH'=Tƞ&1988ƊS 2l̙

ZHɒʮ˔ŧʶ˗Ç·ùƎSl7gS&=hUƮ

ɒʮ˔ŧʶl0gŐƮSô²ǃʥk 1 ·l®fó

g=PTĶ͒>Sȵɳ@NT=Pl0KH' 

Ʈɒʮk˟ĩʮS@N1g=PU&˔ŧʶTø

ɰP>hN1gS&FhU,ƮɒʮT˔ŧS02

=PUƱC5@1=Pl&º·SɽehHVR1

=Pl0g'-P12ʵPSŁM1N4f&Ť͌S

ĪķT·̾b&ġȳ―Òʶ>PaS&˔ŧʶSˆ

5hPƬKNĩ˫kƬ1PQ]ea&ȴ7Ūçf

k>aN@]2=PSLRSKN1g']H&ā

ŧʶSȄÿĵ―Òʶl0hV&ĩ˫kƬ1PQ]

agd2ʾ̘SR>hHf&āŧʶS͝˜ɽf½

¦l0hV&˂òTĩ˫lɵǃkɒʮʶSBgT

5P12ɊɠT˂̅TƪkƸA>ag=PPRg'

PUˣP&əŤS&Ʈɒʮ˔ŧʶSô²ǃʥk 1

·lǁ1ǈVTUũǾR=PlURV&ǗȒTȆ

õ5eǨPPRKNVhgɒʮ˔ŧʶ˗Ç·ùƎ

                                                                        
˝ţ>hN1gƮµPĤʔS^R>hgƮɯ˒ɉ

k˒KHʶSL1Naʒ 	 ͛S̩ɠ>hg'�

ʒ � ͛� ɒʮS̊7H͌TʨģɯɓȲ5eöǴ@

N̳ō>SŴR1P>hHŃģU&�Ɗ½§TǍʅ

ôSï>hg'�

ʒ �͛� ā̳�o�ʮU �Ɗ½¦ 	 �Ɗ½§TǍʅ

ôSï>hg'�

ɒʮS̳ō5Q25köǴBg͌&ɑS&Ȅÿa

@VUʾ̘SɑSȼúR͟TaTl0KH5&a

@VU˙ǯ·S―©@N1g5&āŧʶSɑS̴

ːl̮ƺSȠ;g˒ɉk@N1H5Sʵƺ>hg' 
7 European Sourcebook of Crime and Criminal 
Justice Statistics 2014 

S¨ĞȠl0gPʵPg8' 

 

5� ĽÅS̨1S0gŃģTƮɒʮ 

ʒ � ʐʒ � ȍSUÏŜɯʏŃS0gʶSŮBg

ƮɯǡĚͨøɠͩTʮS˝ţ>hN1g'==l

Uŋ˜ɯSÏŜɯR―ÒS0hVdV&Ȅ˒ ʾ

̘S¨˛l0g=PUagilT=P&˔ŧʶT

ĤƶTȈɊaɊ―Òl0g'ʒ 1 ȍSU˯Ƙ@R

1aTRTl&2Ɗ½§TǍʅôl0g'¼˓ɯR

aTU&ǭƃPɞƟ&¦ġP̬§&Ƿ˨TʸĮP

˔ęũʶ&x�¡~r��TɲɻP̪ǃ&ôćŢ

Pěôʶʔl0g'Ǔˬ̅¿S̐ǝ@N1gj;

lUR1S&˔ĩÛSɷSƯƷ―Òl0KH=P

k˴ǽBgƧ˛S0g'�

�

�� śQaSŮBgƮɒʮTǅ1 

15ȦȋɁTæʑSŮBgaTU&,æʑSŮBg

ƗŖͨ�o� -ͩTʮP@N �Ɗ½¦ �Ɗ½§TǍ

ʅSïaehg']H&	 �Ȧ½¦ 	 	ȦȋɁTʶS

ŮBgaTlͪ5LƘ˯˒ɉʶTśŞ&Ƙ˯˒ɉ

ʶT͠ʻ§S0g5ˈ@VUĤțR―ÒS0gæ

ʑ&ĕUƘŶTȰţSŁM7Ƙ˯˒ɉʶSÔ˿ˈ

@VUɲɻT̅¿k̃KN1gæʑSŮ@N˒R

2ʶaĤAl0g'=ha � ȍĤț&Ȅ˒ ʾ̘

S¨˛l0g=PUagilT=P&˔ŧʶTĤ

ƶTȈɊaɊ―Òl0g' 

� é˫ȂĄS―@NU&1995ƊTȳǩȥl&˔ŧ

ʶS 18 Ȧͨǀ·ͩSRg]lÚȤBgͨʒ 35 ʐ

ʒ 4ȍ 'ͩgR^S͎Ĺ��pq¡lU&˔ŧʶY

Tō˝ȝR˶ȒkʠN&2015Ɠ5e&18ȦȋɁS

˔ŧʶTŃģTé˫ȂĄUǤƐ>hH'xpq¡

��lU=Tį͜SL7&˔ŧʶSd2bVąȮ

kð@N˽ūSȎHȂS&a2ȂĄI5eP̻ý

                                                   
8� ƮɒʮTʰûS―BgȖ˥Ála&˔ŧʶTʏ
Ń5ëħ«˹S0KHS&ħţȷTȓǏU&ə

ļTʂÁS4;gƮɒʮS―BgʵP5e7N1

gd2SƬjhg' 
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Ǆ1Bg=PSȆaˆVR1' 

ˬǏę͏&ʏˬS͒@1=PUˬǏę͏ ʏˬS

l7R1=PPot¡�lUR1@&ȳǩȥPU

÷Tį͜l0gPʵPehH'FTH`S˔ŧʶ

T̻k̼?BZ7lUR1PʵPehN1g'˔

ŧʶTˮkʷV&Ʈɒʮk˩>R1Pˣ2ŘĈk

ʁB=PS̳˛l&˔ŧʶTˮk£ŬSʷ7&ɍ

ƦSǗȒk@NaˬǏk͏`g=PSl7R5K

HŃģ&Fhk]H£ŬS˴ǽBg=PS̳˛l

0gPʵPehN1g']H&ȁ¸lU PCʔS˧

̸SȨKN1g=Pa0g@&āŧʶS‐ƊʮT

ƶ˼kǉ1N1N&˂ɮBg=Pa0gPT=P

l0g' 

� =Tº&śQaT˔ŧʶTH`T��x�}�

y�{¡l0g,śQaTŨ-kʯ7&śQaT

Ʈ˔ŧT²¾ĉSLP`N1g'==lUśQa

TĚ˶S―BgɾÖkě;H˽ūŢI;SśQa

Tˮkʷ7&Ě˶SUȖūŢ&˔ŧʶƓ˿·ĕU

æʑɑ÷¼ɛ·&˔ɨʶĹ̪Ɠ˿·S÷ŦlƜȟ

Bg'±`̉įkǜð@&̚ā̉įaĞʽl0g

H`&Âʷǘ͆ȳûTÍŋPRKN4f&Ě˶T

țśUèN̸ɤ>h&FhSȳƒl˜aeh&ś

QaSȳƒS˒V=PUR1'ȳţôSǍʅôk

Ĩ_ɒʮS 18 ȦȋɁTʶSŮ@NR>hHŃģ&

 Ô˿ȞʶSƘ˯ɒʮT˔ɨʶSRf2gŃģ&

ĕU!Ô˿ȞʶSƘ˯ɒʮT˔ɨʶSRf2gʶ

PT―ÒSŁM1N&Ƙ˯æʑTȞøkǦ˿Bg

=PSl7R1ŃģS0f2gPƬǲ>hgŃģ

SUæʑɑ÷¼ɛ·S»V'ɒʮ˔ŧʶƋS0f&

ĹŨSdg˔ŧ˗â̵UŨƏíTɒʮSʋȘɯS

ǨǄjhN4f&āŧʶS˗â̵Sɀg=PSR

1d2S&ĽǶ˂ȱÈS˗â̵kʗɛ@N1g'

śQaTƮɒʮ˔ŧSŮ@&ț(RǃʏNSR>

hN1g' 

 

7� ]P` 

� ȳùŭ˾ÁlƮɒʮ˝ţTǈȌɯǩȥS˾˹>

hN1g=PU͕ƇSƶʲS0g'@5@&śQ

aSƮɒʮ˔ŧS0KHŃģSU&¸ĳTǩȥS

PQ]eC&ț(RˠɈ5eTŮƩSƧ˛l0f&

ǻȌlU]Iō1S˾˹TÊĽS0gd2SƬj

hg' 
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � Pw\F`wWwvÝ�ʐƔƐŐʄ 

�ʊËȢćďǮ�Ǿǯ�¤ŻȘǪǶVuWwʋ 

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � Ý� �ʐſƸƷ�ʊƲÈȊßǪǶŜʋ 

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � þäȕʐćĕđxɢ 

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �ʊËȢćďǮ�Ǿǯ�¤ŻȘǪǶVuWwʋ 
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ĘƾƆÜʊËȢ¹ÈŜʋ 

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ŨĒȷɂȕʐŁȣĸčʊËȢćďʋ 

 
1� ƐVYRnu+$& 
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&-þä��<0Ɓȹ+��?d±NojēƁ-Ǎǈ;ɀ

ʁ+$&\FTKYRnu�?�(CȽ6 �ǆ+�ɒĮ
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Ǟ�ƺ�=�ɼǞ'|ĄǞ*Ȭð'�?�ɳżǎǞ+ż¢É

�@ �ƺ+ǲȦ����& HCR-20+�Ȩ�@?ƜɖÉ�
@ EVTku]Zwq+<?ȼ�;Ǽǎ+ǄǁCĻ& 9

-2(Ąɠ�&� �ɒĮ'.��=+¡�-ɪŜ;ȳƮǹ

-�ɇȬð+ǄǁC�&?êʁȳƮù+ǄǁC�&�ƜɖÉ

�@ pTMȬð-EVTku]Zwq(�ƜɖÉ�@ �

ɇȬð�?.T]ruNT-EVTku]Zwq(-ȃ6

ßB�+<?EVTku](h`Sku]+�ǦC� 9
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ƮTLq(ɮɗ�?(�ǭé�·�@&�>ʊǌǀ�Ȳɧʑ

2005,� ģ�³�«ƒ; 2013ʋ�T]rTɨC�5�Pu]±
wq�&��('�ȱǞ¤ĵő�ʆ�*?�(�Ȕ�=@

ʊƑƾ=,1995ʑ�ÊĤ=,2006ʋ�T]rTĚ¶-ȌçȬð(
�&ʌ�ȱǞ¤ĵĳ-ɟňǞľÀ�ƳǢ�@&?ʊɤ=, 
2011ʋ��-<�*�(�=�µǇɰƣ+�&�êʁȳƮ
șÁ-Ȯǁ��ȱǞ¤ĵĳv�ȱǞįǱő+ǧǢ� Ȯǁ�

ƌǟ'�?(Ȕ� �°þäCɕ�&�×ėȕ-pTMC�

ƹ�?�(-6+îB@ µǇɰƣ!�'.*���ȱǞ¤

ĵĳCã8 �ȗĒǞ*Ȭð+9ƳǢ� µǇɰƣ+$&

ȷɆCȦ# ��- 8+.�ȆȶǞ*¸ƕ9ŇȬ'�?��

țĲǞ*Ȯǁ�=-ňǑ9ƭ8=@?�(�µǫȿ�@ � 
 
2� þä� � �  
ʍʋ�ɪƎ¹�ƁȹǪǶ+��?��A-¤ĵĳ2-ƳǢ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

ćĕđxɢʊËȢćďǮ�Ǿǯ�¤ŻȘǪǶVuWwʋ� �  
� ËȢćďǮ�Ǿǯ�¤ŻȘǪǶVuWw'.�2012Į<>
¹�Ɓȹ(±àǪǶÍĒCȅ0�kuWqeqT+ǧǢ� 

ÆƖǞ*¶ɛd±NojCű��? 8+�Ù¹ȕ-ǆŅ(

��A-¤ĵĳCƃ=��?((9+�Ɓȹ-ǆŅCƴ��

 d±Noj-ǻĒ(ēƁ�ÆƖƚȻ+9Ø>ȃD'?�

ȦǪǶ�=.�Ù¹ȕ�xȟ�Ú+ƪ3&ȫɺ*ɑ�Ǟv

ǾǯǞ*eqTOE-_wU�ʆ (Retherford & Duggan, 
2009) �(;�kuWqeqT(-Ǉȏ-ɮɗ;�Ǉȏȕ2
-�¯ƅ+kuWqeqTCã7Ù¹ȕ-ĆƝ*ȚĹŋ2Ě

ň�?�(-ŇȬŋ�ŨŶ�@&? (Ministry of Justice 
Analytical Series, 2013)��-<�+Ƹą'.�Ǉȏ(Ù¹
ȕ-kuWqeqT-ɮɗ+$&-ǪǶ�ēƁ�@&?

��ƂƐ'.�-<�*ȮĴ+ƳǢ� ǪǶ�Ê¸+*�@

&?(.ȴɻǈƱ'�?� 
� ��'�ƐǪǶ'.�Ù¹ȕ-kuWqeqTCƃ=�+

�?�(CǢǞ(� ɁƘCȦ# �ɁƘ-Ěɉ.�2012
Į-ɁƘƅǁ'ËȢ¹ÈŜ+×ė�@& �Ǔŋ-ɪƎ¹

Ù¹ȕ 780áʊĭøĮʇ 50.2�13.4Ʀ�IQĭø 82.9±16.5ʋ
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'�?�×Ǒ� ğĳ.�The Subjective Well-being 
Inventory (SUBI; Nagpal & Sell, 1985)'�?��-ğĳ.�
ņ-¤ĵǈŒ (�ȱǞƻɎő) C
ņ-¤ĵĳ (ɴŋőō)�
(
ņ-ǘÅĳ (ɲŋőō)�-}¥ɾ�=ƺĒ�? 40ʀǢ 3
�Ʋ-ȜȸĶğĳ'�?� 
ɁƘ-ȅƖ�Ù¹ȕ-��A-¤ĵĳ.�32.37 (Ȝɑ-
ǐƴCŪ>ɓ?ŇȬ.*��¬ē�&?ƬƼ'.*x

ƀ'���A-ǘÅĳ. 45.86(ǾǯǞvɑ�Ǟ*ǘÅ-Û
șŋ�ŎĒ�@?ƬƼ+�?�(�ƃ=�(*# �5 �

Ù¹ȕ-Ģŋ(ņ-¤ĵĳ-{�ʀǢ-ɮɗ+$&¸ƕ�

?(�Įʇ�ʆ�*>�ûȦƂż�ɪ�*?4)�ɒȰȕ-

Ÿ��Ǯ�Ǟ*Ÿ���{�?¨â��?xƀ'�IQ�ʆ
4)�ɒȰȕ-Ÿ�;Ǯ�Ǟ*Ÿ��ʆ�*?¨â�6=@

 �Ù¹ȕ-Ãʇ+�ɒȰȕ9ƦCɦ,�ÿß+<#&.

ɒȰȕ���*#&�5��('Ù¹ȕ-ĎǷő�ʆ5#&

?�(�ůƺ�@��-xƀ'�IQ�ʆȕ4)�Ȝ¸�
=ɒȰȕ;Ǯ�(-$*�>Cƭ8?�('�ĎǷ�?�(

Cɰ�&?Ûșŋ��# ({ôÓǅ)� 

 
5 �¹Ǝ¸ʂʊƌƎvǃƎʋ+<?ņ-¤ĵĳ+$&

¸ƕ� (�A�ƌƎ¹-ȕ+ƪ3&ǃƎ¹-��A-¤ĵ

ĳ�ƌŏ+���·Ŝ-Ûșŋ-ƌǃ�ņ-¤ĵĳ+Ľɿ�

&?Ûșŋ�ǭé�@ ��=+�ŗȐCêʁȦÇ(�&

µǇ+ʂ��?Ũƞ(ū���-ïż(��A-¤ĵĳ+$

&¸ƕ� ȅƖ�0ʗ4ï-ȑ+ƪ3�5ï�z-ȑ'��
A-ǘÅĳ�ʆ�(�ǭ�@ �����
ŗȐïż�Ć

�('���A-ǘÅĳ�ʆ-��
��A-ǘÅĳ�ʆ

�=ŗȐïż�Ć-��5'.�ƃ=�+'�* 8�

�Ł�ǾƘ�?ŇȬ��?� 
ƐɁƘCɕ�&�ºǇɪƎÙ¹ȕ-ņ-¤ĵĳ�ƃ=�+

*# ��-ȅƖ.�kuWqeqT+ǧǢ� �¯-ŇȬ

ŋCȆȶǞ+Ȫ��?(±+�Ù¹ȕ-�ɇȬð+ƳǢ� 

�¯Cƚȷ�?xÄ(*# (Ȕ�=@?� 
 

2) ɪƎȀǇÙ¹ȕ-��A-¤ĵĳ+�?Ǎǈ(ɀʁ 
� � � � � �   ǒÑ�ƟvȲŭɷxvƗǒȡŖʊĕú¹ÈŜʋ 
� 2014Į�ĕú¹ÈŜ'.ËȢ¹ÈŜ+Ȉ&ËȢćďǮ�
Ǿǯ�¤ŻȘǪ� ǶVuWw(±àǪǶCȋȅ� � 
ĕú¹ÈŜ-ǆŅ(�&�ºǇÙ¹ȕ×ėƁȹʊAǿʋ-

¶ɛɦǁ�ʀ'�?��Ɓȹ-ȜŀŋCʃB��'�?ɱ>

ȜƯƴÇCØ>¯@?�(��ƈǐŏƢCüB�ʌ×ėƎɭ

~-ǢƞCȜ=Ƿ&��?�((��ʀ(ǖ*>��ÒƤ

*ŒĳCŧ#&Ů�?�(���ĐÔ0Ʌ¦CÒɦ+�?�

(��ȩ×ėȕɭ-�ɭɮ�ʌǆ+ÖǮ�ŋɸñ-Ƶɯɮ�

+Ǖŏ� ¶ɛC�?�(Cǆ+ɦȮ�&¶ɛ�&�Ɓȹ

'�?��-�(-ŇȬŋ+$&.�ȀǇÙ¹ȕ×ėƁȹ

ʊBǿʋ-×ėȕ+��?ƇÁñȃȎƜŘè-Ć����=
@?��=+�ǾǯɶĖȕʊȯ�¿ŁɡǛʌȆßĉɁǛǹʋ�

ʆʇÙ¹ȕʊǙǚȕʋ�ĊȺŋ-�?ȕ�ǖīȦǂ+<>Ɓȹ

ȹ¦í²ǹCŵă�?ȕ�ƿōù'ƇÁŋ�ĺȕ�£# 

ŊȔ;ȦÇz-êʁCţ�?ȕ��ȕ-¤°*ǐƴǏāCċ

�?ȕ*)�Ć�×ė�@&�>�ŨĜ+òɻCő�?Ȗè

�Ć�5 �Ù¹ȕ(�&.�ÙɃ�?�(+Ě�?åó

-ǢCã8 ŤšőCǭ�ȕ�Ć-'.*�(Ȕ�=@

?� 
� ��'�ēɵ-ǍǈŠŲCǢŨ��Ù¹ǐƴ+ɮ�?Eu

Ow]ʊƲÈǤ�Řʋ�<0 World Health Organization 
Subjective Well-being Inventory (WHO-SUBI)C 795áʊĮ
ʇĭø50.29�13.11Ʀ�IQĭø82.10�13.65ʋ+ēƁ� � 
��A-¤ĵĳ. 31.94(�31ǁƏƻ�êʁ�>(�@&
? 8�Ù¹ȕ-��A-¤ĵĳ.�(�?ȅƖ'�

# ���A-ǘÅĳ.�46.18( 43-48ǁ5'-�.Ǿǯ
Ǟ+9ǘ@&?Ûșŋ��?(�@&? 8�Ù¹ȕ.�

��A-ǘÅĳCő�&?ǈŒ'�# �5 �ŗȐïż

(��A-ǘÅĳ+ǣɮ�6(8=@?ʊr=-.126,� p<.01ʋ�
5 {�ʀǢ-ǾǯǞPu]±wqőʊr=-.109,� p<.05ʋ�
�ǐ+Ě�?ĉƍőʊr=.-089,� p<.05ʋ+ǣɮ�6(8=@
 �5 �Ù¹ǐƴ+ɮ�?EuOw]'.�ŏɄ+(�&

.�Ȝɑ-ĄÉ-ŇȬŋCő�&?��Ȝɑ-·ŜŁ-
µ

Ǉ-*ǐƴ�-ŏɄ+.ȝ#&*�(�ůƺ�@?ȅ

Ɩ�6=@ � 
ËȢ¹ÈŜ(ĕú¹ÈŜ-WHO-SUBIĭø¢+.ƌŏ*
Ħ.ȿ8=@*�# ��-�(�=�Ɓȹ-×ėȕ-ǈƱ

(�&-ɻ��.�?9--�d±NojĚɉ(*?ȕ-V

Y[FuN+ɀʁ(�&ũ�=@?�(+ɥŕ�&��(

'�d±Noj+<?ĄÉ-ÛșŋCƎĿ'�?-'.*

�(Ȕ�?��- 8+9�Ŝ³-
�ɭ��
Ǐā��
ȹ¦�

�@�@C´ƽ+Ç��&��Ɓȹ³-ÍÁ�½�|Ûơ

!(Ȕ�?� 
 
ʏʋɪƎÙ¹Ɓȹ+��?
ȩĖȕ-ȮǁCØ>¯@ ŻȘ�

-ēɏ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  
� � � � � � � � � � � � � � � � ĩƁʈxʊËȢ¹ÈŜʋ� �  
� ËȢ¹ÈŜ'.
ȩĖȕ-ȮǁCØ>¯@ ŻȘ�C�Ɓ

ȹȖè(ćďǪǶȕ(-ÍÁɮ�-{ēƁ�&?�ǆ+�

łƓ-
ȩĖȕ-Ȯǁ�-6*=���Ł-ǐƴ;ıȒ-ŏ

æ'-
�ȕ-Ȯǁ�CȔ�=@?<�*Ø>ȃ6CȦ#&

?�łƓ-
ȩĖȕ-ȮǁCØ>¯@ ŻȘ�-³ėCx

ɣŹĄ��êʁȳƮƲ*)CØ>¯@ �ȿǨȦÇǜƲfw
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T-d±Noj(� ¾ 12 Î«-NqwdtwMļĶ'ē
Ɓ�&?�ƊŁ-Î«'.
*> Ȝ¸�C�(/(ǔ

'Ɖ�ɀʁCȦ��ŨĜȕ-ŝň�(�&�ĐĒ� Ù¹ǐ

ƴ-ȉŧ�ǢƞȹĒ-ǋŃ�ȜǝǞ*ǝȴ-ĂÃ��ɭɮ�

Cã8
ď1�ŏƢ-âz�ȍȓCɕ�&-Ȝ �ɝŘő-

ǋŃ�6=@ �\wW(�&-ŝň�(�&ʊNʓ35ʋ�ĭ
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�A-¤ĵĳ+��?ŃǁĂÃ+ƌŏĦ�ȿ8=@ (tʊ34ʋ
ʓ2.81ʌpʒ.05ʋ�5 �{�ʀǢ-ĄÉ+$&ɁƘ� (
�A�įǱő�Ǯ�Ǟ*Ÿ��ǾǯǞ*Pu]±wqő+Ą
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N-Ĝ¯� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  
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� ËȢ¹ÈŜ'.�ɪƎÙ¹ȕ-ǾǯǞ*¤ĵĳ(êʁȦÇ�

Ě�ɮ�TLq(-ɮɗ+ǄǁCĻ&�d±Nojǹ-Ø>
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ƴ-ǋŃ�ņō-ĐĒCǢŨ�((9+�ƫŧ"C��?�

(-ȍȓCȦ��(CǢŨ� �Pim_OwRnu�Ř>

Ƿ$ 8+.����ǣŝCÙ�¯@?ƫŧ"+*?�(

�5�ŇȬ'�>�Pim_OwRnu�Ř>Ƿ#&.�8

&'�?�(���?�('�?(Ȕ�?� 
(�+��ɪƎ¹Ù¹ȕ-ǐƴŹëʊ¤°*9--ȭƀ;Ȕ

�ƀCɑ+��?ʋ��·ŜŁ-ĞÅǐƴ;Ǯ�ǐƴ2-Qg

w]ʊƍ5�Ě�ɮ�-Ɯǽʋ��Ě�ɮ�-ýǬCµƜǽ

�? 8-{÷�>ʊȜħǎȳ��ȕǎȳ2-�ɚʋCɦȮ

� �° 10Î«�Ƌ 2ï-ēƁ�18á-ȅƖʊĭøĮʇ 45.7
�10.93Ʀ�IQĭø 82.4�11.74ʋ�ŨĜȕ-ŝň�(�&.�
ƫ��Cǐ�� ŘÂ�ʅ�ì0(�&ő�=@�ņǞĄÉ
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ġƍ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  
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4(D)CÏ8?� 
Ɛd±Noj-ÆƖCƚȻ�? 8�16áʊ8á	 2Nq
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j-ēƁ.�ə+ʍï�° 17ï'�?ʊ�-�+Pre(Post
-[T]CȹĒʋ�
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テーマセッション F(ラウンドテーブル)

刑事政策学の復権 

――法学教育における刑事政策の意義と展望―― 

コーディネーター:石塚伸一（龍谷大学）

司会:本庄 武（一橋大学） 

話題提供者：渡邊一弘（専修大学）

土井政和（九州大学）  

上野正雄（明治大学）  

齊藤雄彦（横浜地方検察庁） 

中村治郎（東京弁護士会） 

菅原直美（奈良県弁護士会・心理カウンセラー） 

コメンテーター：岩井宜子（専修大学）

  安西 敦（香川県弁護士会） 

古川隆司（追手門大学）  

１ 趣旨 

 本ラウンドテーブルは、第 15期の目標のひとつで

ある「刑事政策と少年法を司法試験の受験科目に組

み入れ、実務法曹のミニマムスタンダードとする」

ことに向けた取組みの一環である。 

２．法学教育における刑事政策の位置づけ 

 全国の法学部では刑事政策・刑事学・犯罪学・少

年法等の講義科目が開設され、刑事政策を研究する

学者・実務家がこれを担当してきた。担当者には、

刑事政策の研究・教育・実務に専心する専業刑事政

策研究者、刑事政策とそれ以外の刑法・刑事訴訟法

等の刑事法科目を研究する第 1種兼業刑事政策研究

者および刑事政策以外の刑事法科目を主たる担当科

目としながら、片手間に刑事政策を教える第 2種兼

業刑事政策研究者がいる。 

 刑事政策等の科目が法学部で開講されている最大

の理由は、かつての高等文官試験以来、法曹になる

ための司法試験の法律選択科目に「刑事政策」が採

用されていたことにあった。しかし、2000 年の司法

試験改革により、選択科目は廃止されてしまう。そ

の後、司法改革と法科大学院制度導入を経て 2006

年から新しい司法試験が実施されることになり、選

択科目制度が復活した。新制度では旧来の法律選択

科目(労働法等)に新しい科目(租税法・環境法等)を

加えた８科目の選択科目となったが、刑事政策だけ

が新司法試験の科目から外されてしまった。なお、

行政法は、必須科目に「格上げ」された。 

 法学部・法科大学院では、司法試験合格率が大学

評価の決定的要素となったことから、実定法科目の

教育が重視されるようになり、専業刑事政策研究者

の後任ポストが、他の実定法科目の研究者や実務家

に置き替えられる例も見られるようになった。 

３．刑事政策への社会の期待 

 他方、法律実務の現場に目を転じると、21世紀に

入る前後から、刑事施設内処遇や社会内処遇に関す

る基本法の全面改正、犯罪被害者保護・ファミリー

バイオレンスなど重要な個別領域での法制度の構築、

刑の一部執行猶予制度など新たな制度の誕生、刑事

司法と福祉の連携の進展に伴う社会法領域との密接

な連携の必要性など、刑法や刑事訴訟法を学ぶだけ

では十分に対応できない事態が頻出するようになっ

ており、刑事政策分野を学修した法律家の養成の必

要性は、以前よりも高まっているように思える。 

４．話題提供

 そこで今回のラウンドテーブルでは、議論の端緒

として、法科大学院での刑事政策教育の現状及び法

曹三者および隣接領域の研究者の立場から見た刑事

政策教育の意義を確認することに主眼を置いた。

まず渡邊一弘会員に、法学教育における刑事政策

の現状を整理していただいた。渡邊会員によれば、

①現状では理論刑法学の専門家が法科大学院で刑事

政策教育を担っている例があり、科目が開講されて

いればよいかという問題があるが、他方でこのこと

は実証研究を行わない特別刑事法の解釈論が専門の

「刑事政策」学者の専門性とは何かという問題を提

起している。また②刑事政策を選択科目に導入しな

い理由として、刑法・刑事訴訟法の教育及び司法試

験の中である程度カバーできるという説明があるが、

現状ではそうなっているとはいいがたいが、③刑事

政策の試験は一行問題になりやすく新司法試験の出

題傾向にそぐわない面がある。半面で、④現状では

刑事政策的色彩を有した刑事分野の応用的科目が多

彩に展開されており、試験科目化はこの展開を妨げ

る面があることから、刑事政策教育の重要性と試験
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科目化することの関連性を改めて吟味する必要があ

る、との指摘がされた。 

次に土井政和会員から、①法科大学院教育の中で

刑法や刑事訴訟法の範囲で扱えない重要な問題があ

り、それを刑事政策が担っていること、②刑罰論と

処遇論に重点を置いた授業の実践例の紹介、③学問

としての刑事政策学には固有の意義があり、研究者

養成に意識的に取り組む必要があること、④事実学

として知識を試すのではなく、規範学として実務と

理論を問う出題を行うことは可能であることが指摘

された。 

上野正雄会員からは、①裁判員制度、被害者参加

制度により裁判官にとっての刑事政策学習の必要性

は高まっているが、現状では OJT で知識を得つつ、

自分で勉強しているにとどまること、②司法試験の

科目化を図るうえでは、知識問題ではなく論理的に

考えていけば解答に辿り着ける問題である必要があ

ること、単なる実務追随科目になっては意味がない

こと、他の選択科目とのバランスにおいて出題範囲

を確定するといった課題があることが指摘された。 

齊藤雄彦氏からは、①検察庁として、「検察の理念」

（2011 年）において矯正保護との連携を謳い、2012

年からは最高検内部に刑事政策専門委員会を設置し

ているほか、各高検・地検で勉強会や講演会を実施

していること、②新任時、3，4年目、10年目でも刑

事政策の研修が実施されていること、③これらの背

景には入口支援や刑の一部執行猶予制度の導入など

で再犯防止の取組が重要になっていることがあるこ

と、④そのため、司法試験の科目とするべきかはと

もかく、法科大学院で深い講義をすることは重要で

あることが指摘された。 

中村治郎氏からは、死刑問題に取り組む弁護士と

しての立場から、①かつて司法試験における刑事政

策の口述試験で犯罪白書に掲載されている統計につ

いての質問を受けた経験があるが、そうした出題に

は問題があること、②法曹三者はもとより裁判員等

になる一般市民、刑事立法に関わる議員にも刑事政

策の科学的知識が不可欠であることが指摘された。 

菅原直美氏からは、治療的司法に関心を有する若

手弁護士の立場から、①法曹としての進路が決まる

以前の立場性のない法科大学院の時代に刑事政策を

学ぶ必要性が大きいこと、②それにより情状弁護の

参考となる発想力が養われること、③単に教育を受

けるだけでなく試験を意識して勉強することには意

味があることが指摘された。

５ 討論

 討論の冒頭で三人の方にコメントをいただいた。

岩井宜子会員は、元司法試験委員の立場から、①選

択科目廃止の理由は体系性に欠けるということであ

ったが、刑事政策分野も法律化が進展しているので

あるから、法律的色彩の強い分野をひとまとめにし

て条文を活用することが考えられること、他方で、

②犯罪とは何かを問うためには犯罪原因論の重要性

も見逃せないことを指摘した。

 安西敦会員は、付添人活動の経験から、①行為の

重さではなく要保護性に応じて処遇が決まる少年法

の場合、刑事政策の必要性はとりわけ高いが、家裁

の裁判官の実態把握が十分でないという問題がある

こと、②国選付添人制度が拡大したため、少年事件

はポピュラーな事件となり、学習の必要性が高まっ

ていることについて指摘した。

 古川隆司会員は、司法福祉論の立場から、①法律

家は福祉を活用しようとするが、判断の成り行きを

知らずに判断を行おうとする傾向があり危険である

こと、②法律家は全体を俯瞰する視点を持つ必要が

あることを指摘した。

 その後、フロアーを交えて多様な議論が行われた。

以下では一部を紹介する。

 研究者養成に関しては、①まずは刑事政策をしっ

かりと教えられる人材の養成を行うべきである、②

現状では刑事政策で就職するのは困難である。大学

にポストがなければ研究者は育たない。試験科目に

入ることが重要である、との意見があった。

 司法試験の科目としての適性に関しては、①法律

的色彩の強い部分を必修とし、ついでに原因論も扱

うという構成がよいのではないか、②メジャーな選

択科目になるためには、この範囲をしっかり勉強し

ておけば大丈夫であるという安心感を与える必要が

ある、③試験委員の好みで出題がされるのであれば

問題である、関連して、④スタンダードなテキスト

が必要である、との意見があった。

 学習のニーズに関しては、①最近の法学部生には

入学後すぐに予備校に行き、法律の知識しか重視し

ない者がいる。政策を担える人材の養成が急務であ

る、②刑事事件を熱心に扱う弁護士でも刑事政策が

本当に分かっているか疑問がある。弁護士の教育が

必要である、③弁護士のリカレント教育として刑事

政策を講義することが考えられる、④警察でも幹部

になるに従って、刑事政策の知識が必要となる。現

場の警察官への研修のニーズも高い、⑤法律家以前

に一般市民のレベルとしてあまりにも刑事政策のこ

とを知らなさすぎる。中学校で刑事政策を教えるこ

とで、一般市民の知識の底上げを図ることが重要で

ある、⑥法教育として中学校・高校で講義すること

のニーズは高い、⑦政治家の中には刑罰改革に関心

を示す層がある。政治家をターゲットとして、働き

かけることが重要である、との意見があった。

 熱心に議論してくださった報告者・コメンテータ

ー・参加者に感謝したい。
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人々の刑事司法についての知識 

――2014 年全国意識調査から―― 

 

                                   ○河合幹雄（桐蔭横浜大学） 

                                   ○木村正人（高千穂大学） 

葛野尋之（一橋大学） 

木下麻奈子（同志社大学） 

平山真理（白鴎大学） 

久保秀雄（京都産業大学） 

 

 

１ 目的 

 厳罰と死刑の効果を信じる人々はどうすれば意見

をかえるのか。本報告では、刑罰と犯罪抑止をめぐ

り、2014 年 3 月から 4 月に実施した全国意識調査

の結果を分析する。犯罪状況、公訴時効、死刑執行

方法、無期刑の仮釈放、世界の死刑制度、四大死刑

冤罪事件などの知識を尋ねた質問から、それぞれに

関する知識の程度を確認するとともに、量刑の現状

についての知識を欠きながら日本の量刑は軽すぎる

と答える人々について検討する。またとりわけ、死

刑については従来、死刑制度が支持される背景に、

法制度や犯罪状況、刑罰がもたらす抑止効果等に関

する「無知」があり、正しい情報を与えるとその支

持が減るという仮説が提示され、検証が行われてき

た。日本の世論についてそれが妥当するかについて

も、今回の調査結果から得られた若干の知見を示す。

なお、調査の基本報告は、河合ほか 2015 を参照の

こと。本研究は、JSPS 科研費（新学術領域）の助

成を受けたものである（課題番号 23101003）。 

 

２ 方法 

 今回の質問紙票調査は、報告者 6 名からなる「死

刑と犯罪防止」研究チームが主体となり、全国に居

住する成人男女を対象に行われた。層化 2 段無作為

抽出法を用いて、住民基本台帳から 2,500 名を調査

対象として抽出し、1,461 名から有効回答を得た（郵

送留置法、回収率は 58.4％）。設問の内容は、概略

（1）回答者の一般的な人間観と社会観、幸福度、

（2）犯罪状況と法制度に関する知識、体感治安、

懲罰意識、（3）裁判員制度と死刑制度についての態

度と知識、（4）個人属性とデモグラフィック要因か

ら構成されている。 

 

３ 結果と考察 

 調査結果の単純集計から以下のような知見が得ら

れた。 
１．犯罪状況については広範な誤認が見られた。た

だし、凶悪犯罪増加の認識は、犯罪不安とは連動

していない。犯罪増加と信じる原因は、日常生活

における小さなマナー違反についての経験の影

響が考えられる。「問 35. 死刑判決の数を今より

増やすべき」とする態度と「問 15.公共の場所で

のマナー違反にいらだつことがある」との間に

0.1％水準で有意な相関が見られた（γ=0.238）
（詳細は Kubo 2015）。 
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問21．あなたは、日本では、ここ10年ぐらいで、凶悪事件

が増えていると思いますか、減っていると思いますか。

（○は１つ）

 
  図 1 凶悪事件の増減についての認識 

 
２．量刑については正確な知識をもたないと思われ

るが、日本の刑罰の現状については「軽すぎる」

とする意見が大多数である。 
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問25. あなたは、日本の刑罰は軽すぎると思いますか、

それとも重すぎると思いますか。（a） 殺人

 

図 2 殺人罪の量刑についての認識 

 

３．死刑制度の国際動向については、「わからない」

が大多数。 
４．死刑執行の方法が絞首刑であることを知ってい

る者は半数に届かない。 
自治体から許可を取って、住民票から抽出すると
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いう本格的な意識調査をした結果、他の調査結果に

比べても、人々は刑事司法についての正確な知識を

もたないことが確認できた。 

わからないはずの質問に対して、「わからない」と

正直に答える人が多い一方、なぜか、凶悪事件の量

刑については「軽すぎる」と答えられる自信の根拠

を探らなければならない。犯罪状況についての認識

は、ズレているとか不正確なのではなく、正反対に

なっている。凶悪犯罪が激減している事実を、まず

人々に知らせることこそが私たちの社会に課せられ

た責務であろう。 

死刑制度に賛成する意見の背景には、無知がある

という命題の妥当性についてはどうか。統計データ

等からその真偽が特定可能な諸事実に関する 8 つの

設問を設け、死刑制度に対する態度に応じてその正

答率に差があるかどうかを精査した（表 1）。 

 

表 1 犯罪等の知識と死刑に対する態度の関係 

正答率 (%)

No. Variables 全体 存置支持 廃止支持 どちらとも sig.
問21 凶悪犯罪の減少 3.7 3.8 6.0 2.1 n.s.
問36 死刑廃止の世界的趨勢 5.7 5.1 13.9 3.8 ***
問39 無期懲役刑の終身刑化 13.9 12.7 17.9 15.8 n.s.
問40a 公訴時効の廃止 52.5 55.8 53.6 40.4 ***
問40b 長期収監と再犯率 62.8 67.6 53.6 51.4 ***
問40c 死刑の執行方法 48.5 54.6 52.3 25.7 ***
問40d 死刑の抑止効果（日本） 18.6 18.7 29.8 12.3 ***
問40e 死刑の抑止効果（海外） 10.2 9.5 22.5 6.2 ***

網掛け箇所は調整済み残差＞±1.96 　　　　***p<.001  

 

サンプル全体における正答率は、公訴時効に関す

る問 40a と、長期収監と再犯可能性の関係を示した

問 40b を除くその他の項目について、50%を下回っ

ている。凶悪犯罪の減少と無期懲役刑の終身刑化に

関する項目を除くと、いずれも正答率と存廃態度と

のあいだに 0.1%水準で有意な関係が見られた。死刑

廃止の世界的趨勢、日本と海外における死刑の抑止

効果については、死刑制度に反対する群において有

意に正答率が高くなっており、その差も比較的大き

いが、これらは死刑に反対する態度と親和性の高い

知識であることに留意が必要である。逆に公訴時効

の一部廃止、長期収監と再犯率、執行方法が絞首刑

であることについては、死刑制度を支持する群の方

がより正しい回答を与えている。 

上記正誤問題の結果を合成した知識得点を用い、

死刑制度に対する態度ごとの平均値の差を、分散分

析によって示したのが表 2 である。 

存廃態度（5 点尺度）に応じた知識得点の平均値

は、おおよそ態度未決定、存置支持、廃止支持の順

に正答率が上昇するような分布になっており、弱い

廃止支持者と存置支持者（強弱とも）の関係を除き、

統計的にも有意差が認められた。 

 

表 2 死刑に対する態度と知識得点（分散分析） 

Games-Howell
Attitudes Mean 存置支持＋ 存置支持－ 廃止支持－ 廃止支持＋ N
どちらともいえない 1.58 *** *** *** *** 292
存置支持＋ 2.39 * n.s * 537
存置支持－ 2.16 n.s *** 464
廃止支持＋ 2.30 * 106
廃止支持－ 3.00 44
Total 2.16 1443
F 21.91 sig. 0.000 1443
* The mean difference is significant at *0.05 **0.01 ***0.001 level.  

 

ただし、強い廃止支持者において最も得点平均が

高いとはいえ、その値は 8 点満点中の 3.0 点となお

低く、この群を含め、世論形成に際して市民が犯罪

と刑罰に関する知識を十分に有しているとは言いが

たい。設問の種類や難易度を含め、今後さらに緻密

な検討を行う必要があるが、今回の調査結果からは、

死刑廃止支持者が存置支持者に比して、若干ともよ

り正しい知識をもっているにせよ、その正しい知識

のゆえに
、、、、

死刑廃止を支持しているとは言い切れない。 

さらに、新たな知識が得られたときに態度変化が

生じるかどうかを検証するため、存置支持者を対象

に、「仮に死刑制度を廃止しても、凶悪な犯罪は増え

ないことがわかった場合」を想定させ、重ねて死刑

制度の廃止の是非を尋ねたが、存置支持者全体

（N=993）のうち、「廃止すべき」と態度を転じた

のは、14.1%に過ぎず、死刑存置の理由として犯罪

抑止効果を最重要視している層に限った場合でも、

ほとんど比率に差は見られなかった（14.0%）。逆に、

仮に死刑に抑止効果があるなら、廃止支持の態度を

改めるとした廃止支持者は 21.8%おり、抑止効果に

ついての情報が、自らの態度と両立しない場合に、

態度を合理的に変える傾向は、存置支持者よりも廃

止支持者においてより強いと言える。 
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東日本大震災後の被災地における住民の地域安全活動について

英生（奈良女子大学）
丈弓（甲南女子大学）
恒之（東北大学大学院）
豊治（大阪弁護士会）
雅昭（近畿大学）
英世（愛媛大学）
真理（白鴎大学）
美紀（吹田市立教育センター）
太郎（神戸大学大学院）

○岡本
森
阿部
齊藤
山本
松原
平山
小松
松木

＝1 ～「非常に有効だった」＝4 の4 件法での回答
を求めた）について尋ねるものであった。また，震
災被害の程度（震災により地域で「全壊または半壊
した家やビルがあった」「亡くなった人がいた」「避
難所に避難した人がいた」についての有無の回答を
求めた）などについても尋ねている。
方法はW e b 調査による。
調査時期は, 2 0 1 4 年9 月である。
3 結果
震災後，自分の住んでいる地域で何らかの地域安

全活動があったと回答したのは，全調査協力者の
1 7 . 3 % にあたる4 8 4 人であった。どのような地域安
全活動があったかについての回答結果は，図1 のと
おりである。「夜回り（巡回）をした」が最も多く，
次いで「火災を防ぐため，危険箇所を点検した｣ ，3
番目が「昼の巡回をした」と「特定の区画への立ち
入りを禁止し，あるいは特定の道路を遮断した」で
あった。本報告では，これらのうち「夜回り（巡回）
をした」（以下，夜回り）と「昼の巡回をした」（以
下，昼巡回）について分析を行った。

1 問題
大規模災害後の被災地では，ライフラインが止ま
り，人々が避難や人命救助に気をとられるため，混
乱に乗じた犯罪が発生しやすい。阪神淡路大震災
( 1 9 9 5 年発生）や東日本大震災( 2 0 1 1 年発生）の被
災地においても，震災の被害程度が大きい地域ほど
犯罪が発生しやすかったことが明らかになっている
（岡本, 2 0 1 3 ; 岡本・森・阿部・斉藤・山本・松原・
平山・小松・松木, 2 0 1 4 ) 。このような大規模災害後
の犯罪の発生を抑制する，あるいは被災者の犯罪に
対する不安感を減らすための方策の一つとして，住
民による地域安全活動があげられる。阪神淡路大震
災後の被災地では，多くの地域で住民による地域安
全活動（立ち番・見張りや夜間巡回や昼の巡回など）
が行われ，犯罪への不安感を減少させるのに役立っ
ていた（斉藤, 2 0 0 1 ) 。災害の規模や場所が異なる東
日本大震災の被災地における地域安全活動の実施状
況はどうだったのか，また，その効果はあったのか
などについて，住民を対象とするアンケート調査を
行ったので，その結果を報告する。
2 方法
調査協力者は，東日本大震災の主要な被災地であ
る岩手県，宮城県，福島県，そして茨城県に住んで
いる2 0 歳以上6 0 歳未満の男女2 ，8 0 0 人である。性
別と年代については各県の人口分布にもとづき比例
配分した。
質問内容は，自分の住んでいる地域でどのような

地域安全活動があったか（｢ 立番・見張をした｣ ，「夜
回り（巡回）をした」「昼の巡回をした」「特定の区
画への立ち入りを禁止し，あるいは特定の道路を遮
断した」「マンションのドアが壊れたので, マンショ
ンの入口で出入をチェックした」「火災を防ぐため，
危険箇所を点検した」「その他｣ についての有無の回
答を求めた。重複回答を許している) ，それら地域安
全活動の開始時期と継続期間，そして地域安全活動
の効果( ｢ 犯罪への不安感を押さえるのに有効だった
と思いますか」「犯罪の防止や発見に有効だったと
思いますか」について1 「あまり有効でなかった」

■
拶

調
、
刃
、
刃
３

７
７
１
壬
１人 Ⅱ．1．
轡電感" ≠

図1 ありと回答された地域安全活動の内容
（重複回答）

震災被害の程度と「夜回り」や「昼巡回」の実施
との関係を見たところ，震災被害の程度の指標であ
る｢ 全壊または半壊した家やビルがあった」「亡くな
った人がいた」「避難所に避難した人がいた｣ いずれ
においても，それら被害があった地域は「夜回り」
や「昼巡回」も実施されやすい傾向が見られた（い
ずれもX 2 検定で危険率0 . 1 % 未満で有意差があっ
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た)。
次に，「夜回り」と「昼巡回」の開始時期（図2 ）
と継続期間（図3 ）について見た。「夜回り」につい
ては開始は震災後1 週間以内から，終了は震災後2
週間～3 ヶ月間までの間が最も多く，「昼巡回」では
開始は震災後3 日位から，終了は震災後2 週間～3
ヶ月間までの間が最も多かった。
40.齢も

116顯I鰯即
3

2

ユ

夜回り昼巡回
■震災饗S E 以内目4 3 ～ど渥図2 週～3 ヶ月ロS ヶ月・､ ．I 3 ヶ月ロ6 午月以上

図6 地域安全活動の継続期間別での犯罪不
安抑制の効果

4

I"311I1鯛31蕊
3

2

硬鐵り昼巡回

■震災後3 8 以内巴4 8 ～2 渥画2 週～; 3 ヶ月画i ヨヶ月へ6 ｹ ･ 月ロ6 ｹ ･ 月以上

図7 地域安全活動の継続期間別での犯罪防
止･ 発見の効果

蝿
６
醗
嘩

編
．

●０
０
０
０

３
２
１ ■舅■震謙’

夜回り昼巡回

■麓災当日因翌日画j B 鮫口1 週縄ロ2 週盲以降

図2 地域安全活動の開始時期

40.齢‘

圓n . 團ロ
30.解ら

Z0．僻も

10.鶴も

｡”■
夜回り昼巡回

■震災機3 3 以内回4 日へ－2 週国Z 遇- - . s ヶ月日a ヶ月～6 ヶ月ロ6 テ弓以上

図3 地域安全活動の継続期間

最後に，「夜回り」と「昼巡回」の効果について見
る。「夜回り」と「昼巡回」のいずれも，地域での実
施があったと回答した者は実施がなかったと回答し
た者に比べて，「犯罪への不安感を押さえるのに有
効」「犯罪の防止や発見に有効｣ の平均値が高くなっ
た( t 検定で危険率5 % ～0 . 1 % 未満で有意差あり）。

さらに, 開始時期と継続期間別での効果を見た( 図
4 ～7 ）ところ，1 元配置分散分析で主効果に有意
差が見られたのは，①従属変数を「犯罪への不安感
を押さえるのに有効｣ ，独立変数を「昼巡回」の開始
時期にした場合，②従属変数を「犯罪の防止や発見
に有効｣ ，独立変数を「夜回り」の開始時期にした場
合, そして③従属変数を｢ 犯罪の防止や発見に有効｣ ，
独立変数を「昼巡回」の開始時期にした場合であっ
た（いずれもp < ､ 0 1 ) 。多重比較の結果は，①では震
災当日＞翌日( p < . 0 1 ) , 1 週内＞翌日( p < . 0 5 ) , @
では震災当日＞翌日( p < . 0 5 ) , ③でも震災当日＞翌
日( p < . 0 5 ) であった。
4 考察
東日本大震災後の被災地での地域安全活動の状況

が分かったが，興味深いのは，開始時期が震災当日
といった早くから開始されると犯罪不安抑制や犯罪
防止・発見に効果があることであった。ただし，継
続期間の長さと効果については明確なことが言えな
かった。

文献
岡本英生, 2 0 1 3 , 「阪神・淡路大震災後の犯罪現象」
斉藤豊治( 編）『大災害と犯罪』法律文化社: 4 1 - 5 5 ．

岡本英生・森丈弓・阿部恒之・斉藤豊治・山本雅昭・
松原英世・平山真理・小松美紀・松木太郎, 2 0 1 4 ,
「東日本大震災による被害が被災地の犯罪発生に
与えた影響」『犯罪社会学研究』3 9 : 8 4 - 9 3 ．

斉藤豊治( 代表) , 2 0 0 1 , 「阪神大震災後の犯罪問題』
甲南大学総合研究所叢書6 3 ．

4

1 H1蕊§’
3

Z

1

夜回り昼猟回
■篭災当日因翌3 国3 E 位口1 週”ロ2 渥目以鋒

図4 地域安全活動の開始時期別での犯罪不
安抑制の効果

4

11 §
3

2

1

夜回り辱那河

■麓災当日国翌日回3 8 位ロ1 遅内□2 週目以降

図5 地域安全活動の開始時期別での犯罪防
止･ 発見の効果 本研究は, J S P S 科研費2 5 2 8 5 0 2 5 の助成により行わ

れた。

59



¤×tþĜ(ęŢ$=?KYJ>J>ĕā�

�

�

ţí� ¯�Ťēõ� � ŚŨØä īÉĦfť�

�

ũ� ćĆ�

ä��(ćĆ)Ŧ¤×t#Ň��þĜ'4�"Ŧ

	Į£ġ(¤×��4+	~£ġ(¤×�( 2  (
Đ�¿;â�7ġŤe^Ŧ¤×tþĜ(ęŢġťŦ

��'�"=?KYJ>J>;ĕā�"�7(�'

 �"Ŧ�(¨cŖm(ĿÒ;Ë�v��$'4�

"Ú5�'�7�$#�7ŧ  
þĜġ;¤×'2 b+$â�7čfĆ�Š

3þĜġ;¤×'2 b+$(`jĆ&	�¸�;

1�7ńŀ'��"ŦµŨµ�52 Į£ġ$�

"(oŞ²Ŀ�87ŧ�$
*ŦRachel Condry
Ť2007ť)ŦGVOQVPZCV[P'��"Ŧµ
Ũµ�5ĥ«'Į£ġ¿;İv��$'4�"Ŧ

våa,(Ã�!�;Ī�"�7�$;Ú5�'�

�ŧ  
���&5Ŧ	Į£ġ#&�ġ�5Į£ġ¿;

İv����$	¢ś'þĜ(Į£ġ#�7���

$#)ŦĮ£ġ$�"(Đ�¿)ą&72(#�7ŧ

�8/#(þĜġ;¤×'2 b+$;1�7ĉď

#)Ŧ|ġ;|Ì'ŀ�58"�"�7ŧ   
��#ä��#)Ŧ¶ġ(��(Į£ġ$�"(

Đ�¿'öć�"Ŧ¤×tþĜ(ęŢġ(=?KY

J>J>ĕā'Ŗ�7al(wæ;Ļ0�ŧ  
�5'ŦþĜġ;¤×'2 b+$(=?KYJ

>J>ĕā'Ŗ�7�8/#(ĉď)ŦþĜġ;¤

×'2 b(=?KYJ>J>(ĕā'��7ĥ«

$ĥ«$(Ŗm(ĿÒŤe^Ŧ=?KYJ>J>(

¨ĥĆĿÒť'ûú��8"��ŧ  
�(4	&rĪĉď'¨�Ŧä��#)þĜġ;

¤×'2 b(=?KYJ>J>ĕā'��7ĥ«

$cġ$(Ŗm(ĿÒŤe^Ŧ=?KYJ>J>(

¨cĆĿÒť'öć;ĝ�ŧ&�&5Ŧ¤×tþĜ

(ęŢġ)Ŧ~£ġ¤×ÐÎ(¢�¤#�7ŘœÀ

�ÈÏ�74	'	~£ġ¤×#�7$�	ĥņ

(½�5ŦĮ£ġ$�"(ìz;`±�7�$;ŋ

Ŋ�7p��7�ŤŘœ  2014: 115ť�$�5Ŧč
f3cġ�5Į£ġ$�"0&�87�$�	�Š

�<#�7$Ġ
587�5#�7ŧ  
�

�

Ū� Õô�

ä��#)Ŧ¤×tþĜ(ęŢġ'¨�7?YH

NU[Ŀé;2$'al(êķ;Ī	ŧĿé�}ġ

)ŦüĴòĴ;ñ£��ęŢ;2 OH �<#�
7ŧOH �<)ŦĥwĥŌ(ęŢ;čf'g
7÷

�;ŦŁùf�4+TK>=&%;Ő�"Ī�"�

7ŧ?YHNU[Ŀé)Ŧ2015  6 á�5 10 á'
Ķ 2 �Ī��ŧ&�Ŧ?YHNU[Ŀé(¢Ö$K
[H(sĭ'���")Ŧĉď(`Ù$nāĆŔÅ

;ľÚ��	
#ŦOH �<�5ßŞ#(�Ã;·

"�7ŧ  
� ¤×tþĜ(ęŢġ'47=?KYJ>J>(¨

cĆĿÒ;ĸŎ�7'���")Ŧ¤×tþĜ(ę

Ţġ(	ARYC=@L�ŤKitsuse 1980ť'öć
�7ŧ�

ARYC=@L'Ŗ�7ĉď'��")ŦBW?

Să�Đ"÷�`�7ĉď¨Ņ$�8"�6Ŧ�

�#)čf�Š(ëĖ`ĞĆ&=PX[I`ø#

�7ŧ�	��BW?Să�Đ"÷�(ńŀ'��

")Ŧ÷�;Ī	ġčf;�
"��	$�7	²

�`j�Ťħè  2004ť#�7�$Â¡�8"��ŧ
�8'¨�"Ŧ¤×tþĜ(ęŢġ)Ŧ	~£ġ(¤

×�$	Į£ġ(¤×�$�	 2  (Đ�¿;â�
7Ñ'	ÝÛ&`j�Ťħè  2004ť$&6·7�
ģ¿�7ŧ��#Ŧ��'ÝÛ#��"2ĥw'

$�"	�Š�#�7k2(�' �"Ľ9	$�

7ĵĨ#�7	�ŠęŢ(Ľ6�Ťħè  2004: 76ť
'öć�Ŧ	1  (įė'4�"ĥ«ı¡�7Ũ�
87�$�(2(�5ňŜ;$9	$�7���

Ťħè  2004: 84ť;Ê
7�$;Ļ0�ŧ  
al(êķ#)ŦŁùf÷�;Ī�"�7 OH �

<Ŧ�(÷�;Ő�"%(4	'�ŠęŢ;Ľ�

"�7(�Ŧ��"Ŧ�(÷�;Ő�"��'=?

KYJ>J>;ĕā�"�7(�;Ŧ~£ġ(¤×

�4+Į£ġ(¤×(Đ�¿'öć�&5Ë�v

��ŧ�

�

�

ū� Ěç�

OH �<(Łùf÷�'��7�ŠęŢ(Ľ6'
öć�Ŧal;êķ��ĚçŦµ)Łùf÷�'�

�"Ŧ~£ġ(¤×$�"(�ŠęŢ$Į£ġ(Œ

×$�"(�ŠęŢ;y��	
#Ľ�"��ú

ý¹$�"Ú5�'&��ŧ  
đ 1 'Ŧ~£ġ(¤×$�"(�ŠęŢ#�7ŧ

OH �<)Ŧčf3cġ'$�"ŦĮ£ġ(Œ×(

�ŠęŢ	k$&�Âq ��2(#�72(

$~£ġ(¤×(�ŠęŢ$¨ó���	
#Ŧ	~

£ġ$�Ĝ#�7�$�	~£ġ(¤×'¨�7č

f(�ğĆ&Ã�;°���"��ŧ�8'¨�"Ŧ

60



µ)~£ġ(¤×$�"(�ŠęŢ'Į£ġ¿;Ì

ċ�7³#)&�ŦªyęŢ(ÓĤ'iĝ!�7�

$'4�"Ŧ~£ġ¤×'¨�7čf(�ğĆ&Ã

�;�Í�4	$�"��ŧ�

đ 2 'ŦĮ£ġ(Œ×$�"(�ŠęŢ#�7ŧ
OH �<)Ŧ	Į£ġ(ã/&�~£ġ(ðx�;Ľ
7$�'ř�"ŦĮ£ġ(Œ×$�"(Đ�;²Ŀ

�"��ŧµ)Ŧ¢ś'þĜ(Į£ġ(Œ×#�7

'2Æ:5�Ŧðx{®	Į£ġŒ×(ÄÁ�;

ŕĲ�7�$;ÃŃ��	
#�ŠęŢ;Ľ�"�

�ŧ�(t¢;ĳ�İ7$ŦµĥŌ)~£ġ(¤×

$�"(Đ�¿;°���Ŧ~£ġ#�7üĴ;Ð


"���1ŦĮ£ġo(Đ�;ÃŃ�&�8*&

5&���ŧ  
e]( OH�<(al)Ŧï(4	&ý¹;Ç ŧ

�&:�ŦµĮ£ġ(Œ×$�"(�ŠęŢ;Ľ

7$�Ŧ~£ġ(¤×$�"(Đ�¿;²�ÃŃ�

&�8*&5&���$�	ú#�7ŧŏ'Ŧ~£

ġ(¤×$�"(�ŠęŢ;Ľ7$�ŦĮ£ġ(Œ

×$�"(Đ�¿;ÃŃ�7Ľ6)Ċļ�8&��

�ŧ  
�

�

Ŭ� Ġ§�

�8/#(ĉď#)ŦµŨµ�5ĥ«'��"

Į£ġ¿Ē;İv�$�	¨ĥĆĿÒ'4�"=?

KYJ>J>;ĕā�"�7�$Ú5�'�8"

��ŧ�8'¨�"ä��#)ŦrĪĉď¢ś'

Į£ġ$�"(Đ�¿;â�7��;Â¡�"�&

�Ñ'Ŧ=?KYJ>J>(¨cĆĿÒ'öć

ĝ�8"�&�$�	�$;ÈÏ�Ŧ¤×tþĜ(

ęŢġ(al;êķ�7ºį¿;İv��ŧalê

ķ(ĚçŦï( 2  (úċ�8�ŧ  
đ 1 'ŦĮ£ġ(Œ×$�"(Đ�¿Ŧ¨cĆ

ĿÒ;¢Ī�ģ'�"��$�	ú#�7ŧ÷�'

h	ªyęŢŦ÷�;Ī	ġ(Ø¬Ă÷�3Ĵ¦

�'´ş;�.�"��ŧ\Õ#ŧĮ£ġ(Œ×$

�"(Đ�¿;²Ŀ�7�$Ŧ÷�'h	ªyę

Ţ(ŗĬĔ$�"îģ�"��ŧ�(�$)Ŧ~£

ġ(¤×¢ś'þĜ(Į£ġo(Đ�¿;2�&

�8*Ŧ=?KYJ>J>(¨cĆĿÒ;Ī	�$

�8ĥj�ŝ#�7�$;Ã��7$Ġ
587ŧ 
��"đ 2 'Ŧcġ�5(/&��;ĿÒ�7¢

ŉŦàĘĆ'ĥ«'¨�7/&��;ĿÒ�7¢

ŉ,$���8"�/	őĎ$�"2 OH�<(a
l;���7�$�ģ#�7$�	ú#�7ŧ&

�&5Ŧ~£ġ(¤×$�"(�ŠęŢ;Ľ7$�Ŧ

Į£ġ(Œ×$�"(Đ�¿;ÃŃ�"�&���

('¨�"ŦĮ£ġ(Œ×$�"(�ŠęŢ;Ľ7

$�Ŧ~£ġ(¤×$�"(Đ�¿;²�ÃŃ�&

�8*&5&����5#�7ŧ�(ĚçŦOH �

<)ĥ«'¨�"%(4	&/&��;��7(�

$�	�Š'���:�7;·&�&7ŧ���

"ŦµŨµ�5(=?KYJ>J>ĕā'��")Ŧ

ĥ«'¨�"%(4	'/&��;��7(�$�

	¨ĥŖm(�Š¬' �/$	(#�7ŧ  
�	��¨ĥŖm(�Š(š��)ŦĈ©uŎ

-"�74	&	MVEFS,��	�ŤĈ©  1992: 
230-1ť�$;Ã��"�7(#)&�ŧ¤×tþ
Ĝ(ęŢġ(��Ŧčf'��7Į£ġo(Đ�¿

(²�ĢÜ$�"���"��ŧOH �<(al

�52:�74	'ŦµŨµ�5)ŦĮ£ġ(Œ×

$�"(�ŠęŢ�¥�83��Ŧ~£ġ(¤×

$�"(�ŠęŢ�¥�8'��$�	čfo(

�»;ļŃ�7�$'4�"Ŧ=?KYJ>J>J

>ĕā(¨ĥĆĿÒ;Ī:�7;·&�&7(#�

7ŧ  
�

łō� ?YHNU[Ŀé;¼��°���^��

� OH �<'Ŧ�Čă�]�/�ŧ  
�

Óÿ�

ŘœÀ�ěĩŦ2015Ŧ�~£ġ¤×ÐÎ(āŀ$¢
ŉ�¤×(�¸$~£ġ(ÞĂ'��"�Ā

dbÓčŧ  
Condry, Rachel, 2007, Families Shamed� The 

Consequences of Crime for Relatives of 
Serious Offender, Cullompton: Willanŧ   

Ĉ©uŦ1992Ŧ�=?KYJ>J>ZD[S��

�ĹÚ(čf �Ôĺŀŧ  
Kitsuse, John I., 1980, “Coming Out All Over: 

Deviants and the Politics of Social 
Problems,” Social Problems, 28(1), 1-13. 

ħè�ħŦ2004Ŧ�	ÝÛ&Ă�!5��$čf
�BW?Să�Đ"(čf �_Ą¾Âčŧ 

�

61



ご少

夫婦間での暴力からD V v ~

1 問題の所在
本報告の目的は、個別の家庭の問題としてあつ
かわれていた夫婦間での暴力が、いかにして女性
一般がこうむりうる犯罪であるドメスティッ
ク．バイオレンス（以下「D V ｣ ) として問題化さ
れてきたのかについて明らかにすることである。
1 9 9 0 年前半に日本で、親密な関係における夫
から妻への暴力がD V として社会問題化した。そ
こでは、D V の原因が男性支配の社会構造にもと
められていた。そのため、D V が個別の女性の問
題ではなく、女性一般の問題として説明されるよ
うになっていた。そのうえで、こうした理論枠組
みにもとづきD V が犯罪として論じられていた。
D V が社会問題化する以前においてそれらの暴

力は、個別の家族の問題として説明されてきた
（戒能2 0 0 2 : 7 - 8 ) 。しかし現在においてもD V は、
家族の問題としてもとらえられている。さらに、
D V を犯罪としてあつかう議論は、D V が家族の
問題に回収されるべきかどうかをめぐって展開
されている（戒能2 0 0 2 : 7 －8 など) 。
ここから、D V が犯罪であるかどうかを議論す

るうえで家族に言及せざるをえない言説の磁場
が形成されていることがうかがえる。‘
そこで本報告では、個別の家族の問題としてあ

つかわれていた夫婦間での暴力が、いかにして女
性一般がこうむりうる犯罪であるD V として問題
化されてきたのかについて明らかにする。そのう
えで、家庭内での暴力をあつかってきた弁護士、
裁判所調査官、女性活動家、アルコール依存をあ
つかう臨床心理士､ ･ 病理現象や家族問題をあつか
う社会学者や法学者らのテクストを資料とする。

2 個別の夫婦の問題としての夫婦間での暴力
本節では、家庭内での暴力がD V と名づけられ
る以前の時期においては、そうした暴力が、個別
の夫婦間の問題としてあつかわれていたことを

筑波大学大学院人文社会科学研究科川村智樹

しめす。

2 ．1 個人的要因に原因をもとめる視点
まず、弁護士や家裁調査官が先駆的に、統計資

料や自身の実務経験にもとづき、家庭内での暴力
が珍しい現象ではないことを示していた。そうし
たなか、暴力被害にあっているにもかかわらず離
婚にふみきることのない女性の存在も指摘され
るようになった。そこでは、暴力の原因が妻や夫
の個人的な要因にもとめられていた。
ここから､ アルコール依存症をめぐる議論にお

ける暴力は、個別の夫婦の問題としてあつかわれ
ていたことがうかがえる。

2 ．2 社会的・経済的要因に原因をもとめる視
点

一方で、女性活動家や社会学者、法学者などに
よって暴力の原因を社会的・経済的要因にもとめ
る議論も展開されていた。そこで1 土、家庭内での
性別役割分業や男性の暴力を容認する価値観が
暴力の原因として指摘されていた。しかしこうし
た議論においても、暴力は夫婦間での葛藤や離婚
といった問題と付随してとりあげられていた。そ
のため、そこでの暴力もまた個別の夫婦の問題と
してあつかわれていたのである。

3 女性一般の問題としてのD V
本節では、D V という概念が導入されたことを
きっかけに論じられるようになった、D V の特殊
性をしめす理論的枠組が成立したことを確認す
る。そのうえで、D V を犯罪ととらえる議論につ
いて確認する。
1 9 9 2 年、様々な立場から女性問題にとり組ん

できた女性たちよって組織された「夫（恋人）か
らの暴力」調査研究会（以下「D V 研｣ ）によって、
「『夫（恋人）からの暴力』（ドメスティック・（
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イオレンス）についての調査」がおこなわれた。
この調査は、日本で初めてD V という用語をもち
いて家庭内での暴力をとりあげた調査であった
（｢夫(恋人)からの暴力｣調査研究会1 9 9 8 : 1 0 ) 。
このD V 研のメンバーの一人で法学者の戒能民

江は、D V をジェンダーの視点から個人的な暴力
と国家の責任という私的領域での現象と公的領
域での現象を結びつけて論じることとなった（戒
能1993)。
ただしそこでは、性をめぐる個別の出来事と社

会構造とが単純に結びつけられていたわけでは
なかった。つまりそこでは、家族という言語的資
源がもちいられることによって、個別の出来事と
社会構造が結びつけられて説明されているので
あった。
さらに、家族を言語的資源としてもちいて個別

の出来事と社会構造を結びつける議論は、個別の
女性被害者へのとり組みをつうじてD V という問
題を論じる議論においてもたちあらわれていた。
そのうえで、こうした論理にもとづいてD V を

犯罪としてあつかうことを推奨する議論が展開
されることとなった｡ D V にかんする社会政策は、
なによりもまず性をめぐる個人と社会構造の相
互連関というD V の特性を視野に入れた政策でな
ければならないとされた。それは、現実に被害に
あっている女性を保護し、加害者である男性に対
してしかるべき処罰をかすこと以上の効果が期
待されていた。すなわち、それまで民事不介入と
いう名目のもと無視されてきた家庭内でのもめ
ごとに，警察や裁半l l 所といった国家の機関が積極
的に介入することをつうじて, D V 被害者の保護
と支援を推進することが目指されていた（原田
1 9 9 9 ；戒能2 0 0 0 など) ．つまり、D V の犯罪化を
実現するために家族へと介入することをつうじ
て、個別の女性の問題を女性一般の問題へと浮上
させることが目指されていたのであったといえ
る。

4 結論
本報告では、個別の家庭の問題としてあつかわれ

ていた夫婦間での暴力が、いかにして女性一般が
こうむりうる犯罪であるD V として問題化されて
きたのかについて明らかにしてきた。それは、個
別の夫婦の問題として論じられてきた夫婦間で
の暴力が女性一般の問題であるD V としていい換
えられるうえで、家族を言語的資源として個別の
出来事とD V の原因とされる男性支配の社会構造
が結びつけて論じられる過程であったとまとめ
ることができる。要するに、夫婦間での暴力では
なくD V として問題を構築するためには､ 家族を
言語的資源としてもちいらざるをえない理論枠
組みが形成されていたのである。ここから、D V
が犯罪であるかどうかを議論する．うえで家族に
言及せざるをえない言説の磁場が形成されてき
た一端をうかがうことができるのである。

[文献］
原田恵理子，1 9 9 9 , 「妻への暴力根絶のために」

『自由と正義」5 0 ( 8 ) : 1 3 4 - 1 4 6 .‐
戒能民江，1 9 9 3 , 「ドメスティック・バイオレン

スと法」『法の科学』2 1 : 1 3 2 - 8 .
, 2 0 0 0 , 「女性に対する暴力防止法の動

向と課題」『労働法律旬報』1 4 8 7 : 3 0 - 9 .
, 2 0 0 2 , 『ドメスティック・バイオレン

ス』不磨書房．
｢ 夫（恋人）からの暴力」調査研究会，1 9 9 8 , 『ド
メスティック・バイオレンスー夫・恋人か
らの暴力をなくすために〔新装版〕』有斐閣
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判例における「モデル被害者」についての研究
一一強姦罪に着目して－－

1 目的
この報告の目的は判例における強姦罪被害者に関

する記述を質的に分析することによって、強姦罪に
おける被害者イメージを規定しうる属性についてど
のような類型があるか明らかにすることである。

2 先行研究の検討
性犯罪とよばれる事件などにおいて、先行研究で

は、強姦罪についての裁判において、女性を「よい
女性」と「悪い女性」といったように二分する視点
が裁判の根底に存在している（角田1 9 9 1 、辻村
2 0 0 5 ) 。また、福島や辻村、角田や若尾が指摘する
ように、強姦事件の裁判において、被害者の職業や
過去の性的経験などが事実認定に影響を及ぼすこと
の問題性が指摘されている（角田1 9 9 1 ､ 福島1 9 9 7 ,
辻村2 0 0 5 、若尾2 0 0 6 ) 。
しかし、抜け落ちている視点として、一般的にマ

イナスと思える事項があるにもかかわらず、強姦罪
を認定しているとする、高松高等裁判所昭4 7 ．9 ．
2 9 （高等裁判所刑事判例集2 5 巻4 号）をあげ、職
業・経歴による差別についてコメントしているケー
スがある（福島1 9 9 7 ) 。

3 研究内容
「被害者イメージ」を理解する上で、本報告では、

上野の提唱した｢ モデル被害者」という概念を用い、
強姦罪における「被害者イメージ」を「モデルレイ
プ被害者」とし、分析をすすめる。

4 研究の対象の選定及び分析の方法
本報告では、最高裁判所の判例を題材とするこ

ととした。判例データベースのW e s t l a w J a p a n を
使用し、最高裁判所の判例のうち「強姦」のキーワ
ード検索で対象判例をしぼり、被害者についての叙
述がなされている2 4 件を本報告の分析の対象とし
た。
また、対象の2 4 件をK J 法で要素分解し、どの

ような要素が判例で使用されていたかについて判例
を質的データとして分析する。

5 判決文中における被害者を構築する要素の抽出
一強姦罪と強姦致傷罪の分水嶺一

まずは、「処女」というカテゴリーについて検討し
たい。

大和田未来（大妻女子大学）

強姦致傷罪のうち､ 致傷と認定された事例には｢ 処
女｣ であるかどうかが争点になっているものがある。
処女膜裂傷は致傷にあたる、ということについて、
判例の中では、致傷と認定している。また、「既に多
くの判例の存するところ（処女膜裂傷＝致傷) 、今な
おこれを変更すべきものとはおもわれない｣ 、という
言説があり、この判断が覆されている判例は掲載さ
れていない。処女は「モデルレイプ被害者」を構築
する要素の一つとする。
つぎに、全力で貞操を守った際の傷は「致傷」に

相当という言説について検討する。
先にみてきたように、「処女」が「致傷」に当たると
いうこと以外、逃げる際にできた傷に関して、「致
傷」と認めている。強姦被害から逃げる際にできた
傷に関して、これは、レイプによってできた傷では
ない、ということが争点になっていた。
ここで、先行研究が指摘していたように、「貞操」

を守ることは重要である、という要素がでてくる。
また、もう一つの重要な要素として、条文で規定

されているどのような被害者でも強姦罪であったと
認められる十三歳歳末満という年齢という要素であ
る。

十三歳未満は無条件で「レイプ被害者」像を構築
する要素にはなりえるが、「モデル」となるか否かは、
「貞操の価値を認め」ているかどうかによって判断
がなされていた。
ここで、「レイプ被害者」としては認められるが、
「貞操の価値を認め」ないと判断があった場合につ
いて、「モデルレイプ被害者」としては認められない、
という分断がここから明らかになった。
「モデルレイプ被害者」を構成する要素としては、
「全力で逃げる必要性」また、「貞操の価値を認め」
ていると判断されること、があげられる。

6 判決文中における被害者を構築する要素の抽出
一被害者の生死に着目して－

被害者を形容する言説に、「妻として」、「貞淑な
主婦｣ 、「手向かうすべのない婦女｣ 、「婦女子｣ 、「民
宿の若妻｣ 、「何の落ち度もない女性｣ 、「農作業中の
農家の主婦｣ 、「当時2 3 歳の主婦｣ 、「非業の死を遂
げた被害者｣ 、「ごく普通の家庭の母子｣ 、「母親とし
て｣ 、「家族にとってかけがえのない存在｣ 、「家計に
負担をかけぬようアルバイトをしている娘｣ 、「短大
に電車で通学していた短大生｣ 、「親孝行でもある自
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慢の愛娘｣ 、「人柄が良くだれからも好かれていた愛
娘｣ 、等の家族呼称が使用されている。
不幸にも被害者が亡くなっている事例においては、

被告人を形容する記述も被害者の記述とともに存在
し、被害者の落ち度を求める言説は、存在しない。
殺害された事実の言説だけでなく、殺害に付随す

る言説が存在しているということである。「抵抗さ
れたので殺害した」「激しく抵抗されたため殺害し
た」という記述は被害者の記述とセットとなり、抵
抗した結果殺害されることが明らかになっている。
死ぬまで抵抗する被害者は、「モデルレイプ被害

者」にあたるといえ、ここでは被告人の属性に関す
る要素が浮上した。
最後に、被害者が被害から生き延びた「強姦」事

件について確認したい。
「致傷」と認められた事例は、全力で逃げている

事例である。ここでは、レイプされそうになった場
合において、全力で逃げることをしなかったこと、
どんな事情であれ、被告人の車に乗ったことは落ち
度となっていることについての言説が存在し、全力
で逃げられなかった場合に関しての言説は不在であ
る。
全力で逃げない、と認定された場合、遡及的に「モ

デルレイプ被害者」像を構築しているといえるので
はだろうか。

7 結論
本報告では「モデルレイプ被害者」を構築する要

素はジグソーパズルのピースのようなものであり、
「モデルレイプ被害者」という像は被害者本人の属
性のみならず、「加害者｣ である被告人の属性ともか
かわりながら「被害者」と「加害者」の属性の相互
作用で構築されているものだということが明らかに
された。
性犯罪に関する裁判を行う法廷は性犯罪における
「モデル被害者」と「モデル加害者」を構築するフ
ーコーのいうところの小さな「カテゴリーの政治性
をめぐる言説の闘争の場」となっていたこと－必ず
しも被害者の「落ち度」だけが重視されているわけ
ではなく、被害者の「落ち度」は加害者が社会的地
位やそれにふさわしい態度をとったかどうかと対に
なって判断される－についても同時に明らかにな
ったといえる。
つまり、「被害者認定」における関与者カテゴリー

をめぐる政治性の存在があるということが本研究か
ら明らかになったといえる。

文献
赤川学，1 9 9 9 , 「セクシユアリテイの歴史社会学』
勁草書房
赤川学, 2 0 0 6 , 『構築主義を再構築する』勁草書房
福島瑞穂, 1 9 9 7 , 『裁判の女性学』ゆうひかく選書
小宮友根, 2 0 1 1 , 『実践の中のジェンダー』新曜社
性犯罪捜査研究会，2 0 0 8 , 『性犯罪被害者対応ハン
ドブック〔再訂版〕』立花書房
品川晧亮2 0 1 1 , 『日本一やさしい法律の教科書』
日本実業出版社
辻村みよ子, 2 0 0 5 , 『ジェンダーと法』不磨書房
士屋文昭，2 0 1 1 , 「判例に関する覚書一民事判例の
主論を中心として」『東京大学法科大学院ローレビ
ユー』V o l . 6 2 0 1 1 . 9 : 2 1 8 - 2 3 3
角田由紀子, 1 9 9 1 , 『性の法律学』ゆうひかく選書
上野千鶴子．1 9 9 8 , 『ナショナリズムとジェンダー』
青土社
若尾典子，2 0 0 6 , 「女性の自己決定権一買売春にお
ける性的自己決定権を考える」『セクシユアリティ
と法』pp . 4 1 - 6 2
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スペインにおける「プロジェクトオンブレ」の実践と若者の包摂

古賀正義（中央大学）

本発表は、2 0 1 4 - 1 5 にスペインで行った「プロ
ジェクト・オンプレ」に関するフィールドワーク
を通して、若者に対する薬物等の依存問題に取り
組む諸施設の予防・治療・回復の機能を検討する
ものである。

2 ．スペインの若者文化と飲酒・薬物依存
スペインは、2 0 0 7 年以降、失業率の急激な上昇
と経済危機に見舞われてきた｡ 2 0 代の相対的貧困
率もこれとともに上昇し、現在では3 0 % を超える
までになっている。
もともと「ボテジョン」と呼ばれる若者の伝統

的な薬物飲酒のパーティなども盛んにおこなわれ
る文化があり、加えてアフリカからの移民の薬物
使用などもあって、大麻使用3 3 . 6 % などを筆頭に
薬物依存大国になってしまったといわれる( 図1 ）

1 ．問題設定：「治療共同体」とは何か
2 0 1 4 - 1 5 にかけて「プロジェクト・オンプレ」
( P r o y e c t o H o m b r e = 人間計画)に関するフィール
ドワークを行い、管理者・職員や入所者への聞き
取り等を通して、薬物等の依存問題に取り組む諸
施設の実践を包括的に検討した。
オンブレの諸施設では、薬物等を断つことに力

点を置くのではなく、個人の生きる力を引き出し
人生の再構築（自己物語化）を行うことに比重を
置いている｡ 普段の施設内の日常生活に即した｢ 治
療的教育」と呼ばれる実践を行うことで、生活上
の文化資本であるハピトウスを再構築し、排除さ
れやすい依存症者たちの社会的包摂に、国（とり
わけ、アルミA l l m i 社会復帰局）をあげて取り組
んでいる。
治療共同体のプロジェクトは1 9 4 0 年代に民主

化運動としてイギリスの精神医療施設で始まった
活動に基づいており、その後6 0 年代アメリカ西
海岸におけるアルコール薬物依存者の自助組織で
効果を上げ注目された｡ そして、ニューヨーク「デ
イ・トップ・ビレッジ」での実践（2 0 0 8 ）によっ
て世界的に評価されたのである。
ここでは､ 主に以下の3 点が共通して行われる。

①医師・カウンセラー・教師などさまざまな専門
職者が共同で回復のための教育にあたる。②依存
症者が自己の症状に気がつくだけでなく、スタッ
フ（依存経験者を含む）やメンバーとのワークを
することによって回復への仲間感覚を獲得する。
③回復施設への入所と動機づけ→治療共同体での
再教育訓練→社会での就学や就労の準備教育とい
う3 ステップを踏んで社会参加へ進む。

図1 飲酒・薬物使用の実態
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政府も青少年育成計画でこの問題を大きく取り
上げ、小学生からの「予防教育」、ドロップアウ
トになりやすい軽度使用経験者への「心理スキル
訓練」、依存傾向者への「回復教育」などに取り
組んでいる。この結果、皮肉なことに、スペイン
はE U で最も薬物・依存症教育の進んだ国になっ
たといわれる。

3 ．プロジェクト・オンブレの調査
しかしながら、オンブレに入所する薬物等の依

存症者の社会的排除の実態は非常に深刻である。
2 0 1 2 年の調査によると、義務教育段階を途中でリ
タイアしてしまった者が全体の5 2 % にものぼって
いる。また、暴力的行為や薬物所持など、常習的
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な犯罪に加担した経験がある者は3 4 ％にものぼ
るという。
依存者の社会復帰全体を見通した行政機構とし
ての「アルミ」は、オンブレと連携して、必要に
応じて対象者を選別し送致する作業を担っている
（刑務所等へ送致する場合もある）。これに対し
て、「オンブレ」は、通所型のデイケア施設や在
所型のドミトリー施設を準備し、先の3 ステップ
に即した回復・社会復帰プログラムを提供してい
る。
（1 ）アルミでのインタビュー
「薬物を所有したか否かの刑期の話で終わるなか
れ、必要なのは治療である」
"Inthisareathisorganization,it'sthe
o n l y o n e t h a t h a v e t h e r e s p o n s i b i l i t y t o
m a n a g e a n d t a k e c a r e a b o u t t h e y o u n g
o f f e n d e r 3 ' 重篤な薬物等に依存する犯罪者と、軽
度の依存者は法的に明確にインテークされ、異な
る処遇を受ける。後者こそ、法廷で自白したこと
より以上に、治療による社会復帰を求められる若
者たちなのであり、スクリーニングが重要になる。
(2） 通所施設でのインタビュ
「ここでは家族療法をしているのではない、家族
みなで依存問題の理解を再構成しているのだ」
6GPare n t s d e c i d e d t h a t t h e y h a v e a p r o b l e m
andtheycallusandwereceivedparents"
軽度の依存者は個人での治療的な場の教育を受け
るだけでなく、家族とともにあるいは家族成員が
薬物依存について語り合う時間を与えられる。問
題からの離脱が目的ではなく、家族を含めた、薬
物等に依存する環境への問題理解こそ必要である
とされる。
(3） 在所施設でのインタビュー
「ここは仲間とセラピストが一緒に暮らす、情緒
的で親密な生活の共同体なのである」
"I h a v e t o g o t o m y e m o t i o n a l g r o u p , m y o w n
groupwiththetherapist…andeverybodymust
tomakesomething;forexample,foronemonth
t h e r e s p o n s i b i l i t y i s t h e g a r d e n , o t h e r
c o l l e a g u e i s i n t h e l a u n d r y , a n o t h e r o n i s i n
t h e k i t c h e n ' ' 毎日の暮らしの中に、依存者の役割
が割り当てられる。掃除、洗濯、水撒きなどの日

常の活動を互いが分担して進める中で、対人関係
の葛藤・問題を体験することが大切であるとされ
る。感情的な気分の変化を感じ取りコントロール
する方法（スキル）を学んでいくことこそ、薬物
を使うか否か自体よりも重要な「課題」である。
社会参加への鍵は、薬物等に依存する各人の身体
的状態や心理的要素を、この共同体に属する専門
家の介入の中から「気づいていくこと」（アウエ
アネス）なのである。

4 ．結論と課題
共同体での生活における、①専門の視点から構

築される重層的な支援プログラム、②生活の集団
に参加することでの依存問題の意味への気づき、
③専門家による生の生活を基盤とした介入の効果、
など。
ドロップアウトした若者を包摂する方法論ある

いは生の哲学として「治療共同体運動」は示唆に
富んでいる。薬物等を断つことではなく、日常生
活で生きられるハビトウスの再構築をめざし、依
存症者たちの地域社会での包摂をめざしている。
若者の自立をめぐる議論において、就労支援か
対人不安解消かといった問題設定が当事者の問題
理解を頭越しになされる愚があるように、治療的
教育の意義を問いかけるこの実践には乗りこえる
べき本当の包摂の課題が当事者にとって何である
かを考えさせる介入の方法論があるといえよう。
参考資料

オブライアン, W B ほか2 0 0 8 『薬物依存からの脱出一治療共
同体デイﾄ ｯ ブは挑戦する』日本評論社

近藤京子2 0 1 4 ｢ 経済危機の中の薬物問題と子どもたち｣ 『児

童心理』6 9巻4号､ p . 6 2 ･ 6 9
高橋千恵2 0 1 4 ｢ スペインのプロジェクト･ オンブレが支援する
薬物依存者のプロフィール｣ 『立命館産業社会論集』5 0 巻2

号､p.147-161
古賀正義2 0 1 5 ｢ 高校中退者の排除と包摂一中退後の進路選
択とその要因に関する調査から｣ 『教育社会学研究』第9 6
集､ 4 7 －6 7

Masayoshi,Koga2015"EducationalandTherapeutic
TreatmentProgramForYoungOfnders"Proyecto
Hombre"、Spain"，LSA（TheLawandSociety
Association)AnnualMeeting

67



ドイツ少年参審制度の検討
一市民参加と社会的教育専門性一一

1 ．課題

（1 ）用語の定義

この報告の目的は、少年手続において市民参加は、「社会的

教育専門性」と呼ぶことのできる、重要かつ独自の機能を果た

し得るということを明らかにすることである。この社会的教育

専門性とは、職業裁判官ではもち得ない、社会内での教育実践

に根差した、社会的な視点を有する教育専門性のことで、造語

である。社会的教育専門性は、社会性と教育専門性の両要素か

ら成り立っている。

（2 ）少年手続における市民参加制度

市民参加については、日本の少年の刑事手続においては、重

大事件を犯した少年の多くは裁判員裁判の対象となっており、

市民参加がすでに行われている。しかし、そこで参加している

市民とは、無作為抽出された市民で、さらには1 回限りの参加

である。そのことから、少年法や少年犯罪の特質に対する理解

が不足したまま市民が判断に加わっているのではないか、との

懸念が存在する。

このように市民参加制度の導入に伴う問題点が注目を集め

ている少年の裁判員裁判であるが、本来、少年手続において社

会性は重要な視点のはずであり、市民参加によって少年の裁判

に社会性がもたらされることは望ましいことである。しかし、

現在の裁判員制度によってもたらされている社会性は、純粋な

素人がもたらす「なまの社会性」と称することのできる性質の

ものであり、そのことから、上記のような懸念が示され、さら

には裁判員制度の対象から少年事件を除外すべきであるとの

意見も存在する。

また、家庭裁判所での保護手続には、現在まで市民参加制度

は導入されていない。

それに対し、ドイツの少年参審制度は、少年を手続の対象と

していることに基づき、成人の参審制度を修正している。ドイ

ツ少年参審制度がどのような機能を果たすことを期待されて

創設されたのか、歴史的な展開を検討することにより、市民参

加によって、少年手続に必要だと考えられている社会的教育専

門性を市民が担い、市民参加が少年手続をより相応しいものと

していることを、以下では明らかにする。

大塚英理子（龍谷大学矯正・保護総合センター）

2 ．ドイツ少年参審制度創設の歴史的展開

（1 ）少年参審員の性質

現行のドイツの少年刑法である少年裁判所法3 5 条は、「( 少

年参審員に）推薦された者は、教育的な能力があり、かつ少年

教育において経験を有するべきものとする｡ 」と定めている。

こうした規定に基づき、実際に少年参審員として選出されてい

る者の多くは、少年とかかわる活動を職業として、あるいはボ

ランティアとして行っている者であり、ドイツにおいては、社

会内での実務経験に基づく教育の能力・経験を有する市民が少

年参審員として参加している。

さらに、参審員は任期制であり、期間内に複数回、正式の手

続に参加することから、参審員としての経験が蓄積され、より

良くその役割を果たし得るようになっている。

（2 ）少年裁判所創設に向けた議論

1 8 9 0 年頃から、ドイツにおいては少年裁判所運動と呼ばれ

る、少年の刑法上の取扱いを修正しようという運動が始まった。

少年刑法や少年裁判所が成立する以前は、少年であっても成人

と同様の手続によって取扱われていた。刑の軽減等は認められ

ていたが、訴訟手続は原則として成人と異ならず、少年に対す

る特別な配慮はなされていなかった。この時、刑事手続に対す

る市民参加制度はすでに導入されており、実施されていた。

少年裁判所運動の時代、ドイツで最初の少年裁判所創設に影

響を与えた人物として､ F r e u d e n t h a l とK 6 h n e が挙げられる。

F r e u d e n t h a l は、1 9 0 5 年にアメリカへと少年裁判所や少年

刑務所についての調査旅行に行き、帰国後、様々な提言を行っ

た人物である。F r e u d e n t h a l は、アメリカの少年裁判官は少年

問題の専門家、少年保護の中心的担い手であり、少年裁判所が

少年保護の中心的な役割を果たすというあり方を学んだ。そし

てドイツにおいてもアメリカの少年裁判所のように、少年保護

についての中心的な機能を果たし得る少年裁判所を創設すべ

きだと提言した。

しかし、そのような少年裁判所を創設するにあたり、職業裁

判官に過度な負担をかけることになるのであれば、参審員が参

加する手続を始めるべきであるとも述べ、裁判官1 人が少年裁

判所の機能全てを担うのではなく、参審員と職業裁判官が協働
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して少年保護の中心としての役割を担うドイツ少年裁判所の

イメージを示した。F r e u d e n t h a l がこのような構成の少年裁判

所の創設に言及した理由としては、官僚裁判官制度を採るドイ

ツと、法曹一元制度を採るアメリカという違いが挙げられるの

ではないかと考える。

K 6 h n e は、特別な少年裁判所を創設することを要求し、職業

裁判官は法律の専門家であることから正式な法律知識の担い

手となり、そして少年教育に実際に携わっている人物から選ば

れる参審員に対しては、社会内での実務経験に基づく子どもの

教育・心理に関する知識の担い手となるべきである、という少

年裁判所のあり方を提言した。

以上のように、ドイツにおいては、少年の特性を考慮した手

続を実現するために、一般の参審制度に修正を加えた少年参審

制度のあり方が提言された。

（3 ）少年参審制度の成立・発展

以上のような議論を経て、1 9 0 8 年、ドイツで最初の少年裁

判所が成立した。この時、少年裁判所は実定法上の根拠規定な

しに、少年事件を一般の事件から選り分けるという行政的な手

法によって実現した。そのため、特別な少年参審員の参加は実

現しなかった。しかし、以後、少年保護や少年教育についての

経験を有する特別な少年参審員の参加は行われるべきとの方

向で議論が行われた。

その後、1 9 2 3 年にドイツで最初の少年刑法である少年裁判

所法が成立した。この法律には、少年参審員の資格要件につい

ての規定は存在しなかった。しかし法案の理由書によると、少

年裁判所は、少年係裁判官と、特別な経験を有する参審員によ

って構成されなければならず、参審員に求められる特別な経験

とは、教育及び少年保護の領域についての経験であるとされた。

したがって1 9 2 3 年少年裁判所法では、K j h n e が提言した、

法的知識の担い手である職業裁判官と、社会内での実務経験に

基づく教育の専門性、すなわち社会的教育専門性の担い手であ

る参審員が協働する少年裁判所が実現したと評価し得る。

戦後成立した現行の1 9 5 3 年少年裁判所法は､ 1 9 2 3 年少年裁

判所法の下で実現した少年裁判所の参審員は有効であったと

いうことを認め、1 9 2 3 年少年裁判所法を模範とし、再び、教

育的な能力があり、かつ少年教育において経験を有する人物か

ら少年参審員を選び出すべきだとした。したがって現行の少年

裁判所法の下での少年参審制度は、1 画j m e が提言し、1 9 2 3 年

少年裁判所法で実現した少年手続に固有の市民参加制度とい

う歴史を引き継いだものなのである。

3 ．結論

以上、ドイツの少年参審制度の展開を歴史的に概観すること

により、ドイツ少年参審制度は、少年手続には社会的教育専門

性が必要だと考えられ、参審員がその担い手となり得るよう、

一般の参審制度に修正を加えることによって成立したことが

明らかとなった。

日本の少年の刑事手続においては、裁判員は社会的教育専門

性の担い手とはなり得ていない。したがって、裁判員が職業裁

判官では担うことのできない社会的教育専門性の担い手とな

り得るよう、裁判員の要件としては、ドイツと同様に、教育的

な能力及び少年教育における経験を有する者とすべきであり、

さらに1 回限りの選出ではなく、任期制とすべきである。

また、少年を対象とする手続に社会的教育専門性が必要であ

るのなら、刑事手続だけではなく、保護手続にも必要である。

日本の少年手続には、少年を取扱うに相応しい社会性が欠け

ている。社会的教育専門性を有する一般の人々が判断者に加わ

ることにより、少年による行為の評価・理解が変わる。すなわ

ち、事件の重大性に目が奪われがちであったものが、その背後

に存在する少年の特性や生育歴にも目が向けられ、それらが行

為に与えた影響も正しく考慮されるようになり、判断が変わっ

ていくことが期待されるのである。
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マフィアに加入する少年について
－現代イタリア少年司法の課題一一

未成年者の刑事裁判手続を定める1 9 8 8 年共和国
大統領令4 4 8 号( 以下、1 9 8 8 年大統領令4 4 8 号) は、
第1 条1 項において、未成年者の刑事裁判手続に関
し、まず1 9 8 8 年大統領令4 4 8 号が適用され、規定さ
れていない場合には刑事訴訟法が準用される、とし、
その適用は未成年者( m i n o r e n n e ) の人格及び教育上
の要請に相応しい形で適用されるとする。そこで、
適正手続の要請と教育上の要請の関係が問題となる。
1 9 世紀末から2 0 世紀初頭にかけて産業化しつつ

あったイタリアでは、主たる産業である軽工業の担
い手として、少年が動員された。1 8 8 9 年ザナルデツ
リ刑法典の区分では、刑事責任無能力者( 9 歳未満) 、
是非弁別能力を有さない者( 9 歳－1 3 歳、少年矯正施
設送致) 、さらに1 4 ‐1 7 歳と1 8 ‐2 0 歳については責
任を有するものとして扱われるが減刑され、前者に
比べ後者については成人に近い量刑がなされた。
1 9 0 7 年に国立未成年者矯正施設規則が出され、①親
権に反抗した堕落した未成年者、②1 4 歳未満で常習
的な怠惰・浮浪・こじき・売春少年、③9 歳未満の
触法少年( 犯行時) 及び是非弁別能力を有さない1 4
歳未満の少年が対象となった。本格的な少年法案作
成の取組みは、少年犯罪調査委員会( クアルタ委員
会) に始まる。エンリコ・フェッリも委員として加わ
った当委員会が作成した少年法案は犯罪実証主義的
性格が反映し、その特徴をまとめるならば「予防・
個別化・刑罰代替策」である。しかし、クアルタ委
員会が作成した少年法案は、カトリック教会の反対
により、実現しなかった。1 9 2 5 年に「全国母子保護
事業」が設立され、①妊娠女性及び貧困もしくはシ
ングルの母親に対する援助、②5 歳以下で貧困家庭
の児童/ 身体的・精神的に異常な児童/ 1 8 歳未満で物
理的・道徳的に放任され、逸脱した、あるいは非行
を示す少年の養育がその目的とされた。続いて、フ
ァシスト政府は1 9 3 0 年に新刑法典を発布し､ 少年に
対する保安処分を定めた( G i b s o n 2 0 0 4 : C a p i t o l o 5 ) 。
1 9 3 4 年、未成年者裁判所法が公布された。戦後にお
いて、1 9 3 4 年未成年者裁判所法第1 3 条( 未成年裁判
所の公判準備手続の管轄権) に関わる憲法判例が蓄
積された。1 9 6 4 年3 月2 3 日憲法院判決において、
少年の公判準備手続、特に予審の簡素化の合憲性が
憲法第2 4 条2 項( 防御権の保障) に照らして問題とな
った。続く1 9 7 3 年4 月3 0 日憲法院、1 9 8 1 年2 月1 0
日憲法院判決でも1 9 3 4 年法は合憲とされたが､ 明確
に違憲としたのは1 9 8 3 年7 月1 9 日判決であった。
未成年者裁判所のみが少年の社会復帰を担うのでは

脇坂成実（早稲田大学）

ない、と判示した( M a c r i l l 6 2 0 1 3 : 3 1 - 3 4 ) 。その後、
1 9 8 8 年に未成年者刑事裁判手続についての大統領
令が出され、手続が整備された。
未成年者の刑事裁判手続は､ 予備捜査･ 予備審理・
公判に分けられる。逮捕・検束・連行により、予備
捜査段階にある未成年者に対して、検察官は人格を
評価する（1 9 8 8 年大統領令第4 4 8 号第9 条) 。評価を
専門家に依頼することができるが、公判に関わる責
任能力の評価でなければならないとされる。予備捜
査段階で「事実の軽微性」および「行動の偶然性」
が明らかになり、さらなる手続の経過が未成年者の
教育的ニーズの妨げになるときは、検察官は裁判官
に対し、手続無根拠の判決を求める（1 9 8 8 年大統領
令第448号第27条、La n z a 2 0 1 2 : 3 1 2 - 3 1 9 )。
予備審理段階では、予備捜査担当裁判官は未成年

者の人格を評価する必要があると認めるときは、終
身刑( 1 9 9 4 年に未成年者の終身刑に対して違憲判決
が出されたため、「最高刑」と読み替えられる) か1 2
年以上の懲役の場合は3 年以下、それ以外の場合に
は1 年以下の手続の中断を命じて、未成年者を司法
行政機関業務に委託することができる。その際、観
察、処遇、支援の適切な活動を、地方公共団体の協
力の下になされる( 1 9 8 8 年大統領令第4 4 8 号第2 8 条
1 項、2 項) 。委託時に、予備捜査担当裁判官は犯罪
結果の回復、及び犯罪被害者との和解を促す命令を
下すことができる( 1 9 8 8 年大統領令第4 4 8 号第2 8 条
2 項) 。プロベーションは「未成年者の再教育に関す
る、また社会的に適切なモデルへの人格の発達に関
する肯定的な予後の( p r o g n o s t i c o ) 評価を内容とす
る」（1 9 9 3 年2 月9 日破棄院判決) 。1 9 8 9 年委任立法
令第2 7 2 号第2 7 条は、｢ 介入計画」を定める。犯罪
の重大性を有する場合( 憲法院1 9 9 0 年9 月2 7 日判
決) や措置時の年齢が1 8 歳以上の場合( カターニア
未成年者裁判所1 9 9 5 年3 月2 9 日判決) でも可能であ
る。プロベーションは「事実の性質( 未成年者の態
度) 」と「主観的性質( 未成年者の人格の発達) 」の2
つの判断基準を用いて評価される( P u l v i r e n t i
2 0 1 2 : 3 9 9 ) 。そして、未成年者の「具体的な変容過
程｣ ( L o s a n a l 9 9 4 : 3 1 8 )を評価しなければならない。
すなわち、計画への「参加の質」( D i N u o v o - G r a s s o
2 0 0 5 ：3 8 8 ) が求められる。プロベーシヨンが否定的
評価、あるいは取消がなされた場合には、手続は再
開される｡ 公判段階では､ 未成年者の特殊性に鑑み、
公判の非公開( 刑事訴訟法第4 7 2 条4 項) 、未成年者
に対する証人尋問の例外( 刑事訴訟法第4 9 8 条4 項、
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1 9 8 8 年大統領令4 4 8 号第3 3 条3 項) を定めている。
未成年者に対する証人尋問では、当事者が申し立て
た質問・異議に基づき、裁判長が行う。質問・異議
の内容の選択は認められず、表現形式の選択のみ認
められる｡ 1 9 8 8 年大統領令4 4 8 号の立法者意思が｢ 尋
問( e s a m e ) 」の語を残したのは例外の範囲を最小限に
するためである( G r a s s o l 9 9 4 : 3 7 6 ) 。
マフィア加入少年の処遇を考える上で重要なのは

マフィア的感情の考察である｡ その定義は、「一元的
思考、束縛的性質、及び我々が共有する精神生活の
意味に関する自己言及的システムの利用により、社
会関係における家族の母体や内部を拡大する考え
方」とされる( S c u o l e d i F o r m a z i o n e d i R o m a e
M e s s i n a 2 0 0 4 : 7 ) 。マフィア加入少年を「新しい逸
脱」とする見解がある。新しい逸脱は疑似文化のサ
ポートが伴っており、少年たちに共有され、動機づ
けとなり、偶然かあるいは一回限りではない犯罪を
生じさせる｡ マフィア加入少年にとって犯罪行為は、
マフィア的サブカルチャーの共有である。マフィア
的サブカルチヤーとは、行動の一般的ルールとして
のオメルタ、自分より弱い者への不正と強い者への
支援、国家やその代表者の拒絶、市民生活を成り立
たせる忠誠・誠実さ・連帯の原則の否認である、と
する(0 c c h i o g r o s s o 2 0 1 1 : 1 8 9 - 1 9 0 )。ニーズの充足
から検討する論者もいる。すなわち、マフィアは少
年に、力の文化、入会に伴う儀式・神話・シンボル、
加入することによる物質的・非物質的な財を提示し
て、要求の充足を図る。さらに自らを「反国家」と
提示することで、少年の自由の要求の充足を図る、
とする( R e g o l i o s i 2 0 0 4 : 3 0 - 3 7 )。処遇については、
マフィアへの加入が母親・両親の価値と適合してい
る「真正の」マフィア加入少年と、マフィアとのき
ずなが偶然的・部分的・手段的な「機会的」マフィ
ア加入少年に分け、「真正の｣ マフィア加入少年に対
しては家族の影響が変化の阻害要因になるため家族
から分離すべきであるが、「機会的」マフィア加入少
年の場合には、母親や家族の参加が必要とされる。
処遇方法として、1 ) 別の場所( l u o g o a l t r o ) としての
サービス空間の提供。そこでは、少年が持つ自己や
成人像とは異なる経験がなされ、対談室のような公
式の環境、人間関係の構築に役立つ非公式の環境が
用意される。2 ) 対話を容易にするための聞き取り、
3 ) 職員との（うちとけた) 人間関係の構築に向けた支
援、4 ) 正面からマフィア的アイデンティティやその
文化を攻撃するのではなく、代替的価値の考察を通
じて批判的な修正を促すこと、5 ) 少年の潜在能力の
活用、6 ) 経験の提供、具体的事実との出会い、口頭
によるコミュニケーションを優先すること、を挙げ
ている。また、職員は自らを通して信頼できる制度
や国家の存在を少年に感じさせることが必要であり、

少年の用いる言語コードと通常の社会のコードの調
停も重要である( R e g o l i o s i 2 0 0 4 : 3 7 - 4 2 ) 。未成年
者裁判所は、紛争当事者同士の「修復的調停」とい
う新しい役割を担うことが期待される。そこでは未
成年者裁判所は中立な第三者立場の調停者の役割を
担うことが重視される( O c c h i o g r o s s o 2 0 1 1 : 2 0 2 )。
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観護処遇の「再誕生」
－－少年鑑別所における処遇の経緯，課題及び社会的意義一一

1 目的
本年6 月1 日に少年鑑別所法（以下｢ 鑑法」とい
う。）が施行された。少年鑑別所としては，念願であ
った初めての独立法である。内容的にも，これまで
の業務である「収容」と「鑑別」だけでなく，新た
に「地域社会への援助」が加わり，少年鑑別所はこ
の三つの機能を有する施設として強化された。；
しかし，大きく変わったのはそれだけではない。

本報告では，従前から｢ 鑑別」と並列して（旧少年
院法で）法令化されていた「収容」機能が，鑑法で
は「観護処遇」として，初めて法律に書き込まれた
ことに注目する。
したがって，「観護｣ 概念の現代的意義を明らかに

することが，本報告の目的である。それは，行政上・
法令上の概念であることは言うまでもないが，社会
科学の概念として，しかも，現実の事象を分析する
方法以前に，分析すべき事象を提示する発見的な概
念としての意義である。
2 観護とは
観護という用語は，終戦直後から旧省令や実務で

用いられてきており，鑑法でも，少年鑑別所におけ
る在所者に対する処遇のうち，鑑別を除く全般を指
す幅広い概念とされている。このように，鑑別を除
く収容業務全般という消去法的な定義や位置づけは
従来から変わっておらず，行政概念としても，そ. の
意味内容を特定されにくい性質であると言える。
そして，少年鑑別所なのに「鑑別ではない｣ ，法務

教官が行うのに「矯正教育ではない」という二重の
除外により，その立ち位置は二重の周縁性を帯びて
いるが，そこにこそ発見的な概念としての意義の源
泉を見出すことができる。
3 先行研究
観護に関する先行研究の特徴は，そのまま観護の
特徴としても当てはまる。つまり，それは①系譜の
不在，②非専門的内部性，③規模の重要性である。
まず，①系譜の不在については，少年鑑別所の系
譜をたどる研究の多くが，鑑別業務の系譜をたどっ
ており，観護の系譜はさほど明らかではない。した
ｶ ﾐ って，学術的にも実務的にも多くの疑問が残され
たままとなっている。
次に，②非専門的内部性については，消去法的定

義からも導かれる専門性の欠如により，観護実務に
携わる者ではない外部研究者との接点に乏しく，一
部例外的な研究（矢島1 9 8 6 , 高内1 9 9 3 ，武内2 0 1 5 ）
を除き，専門的な分析対象とは扱われず, 少年法の

櫻井秀夫（千葉大学大学院）

研究でも観護の措置については，その要件が主題で
あり，その処遇内容にはほとんど言及されていない
と指摘できる。
また，業界誌内では一応，観護の話題や議論が掲

載されるが，少年院の旧分類級のような施設の違い
がなく，少年鑑別所は全国共通の法令等で運営され
ているにも関わらず，③在所者数等の施設規模が施
設運営の在り方をかなり規定することにより，観護
教官同士でさえも施設が異なると議論を共有できな
い状況が生じる。施設規模による格差は，運営方針
もさることながら，拘置所モデルと教育モデルなど
と称されるような対極的な様相を呈していた。
これら①，②，③の特徴は，観護に従事する法務

教官が，対外的に（業界内にも）アイデンティティ
を表明しにくいという状況を結果的に作り出してお
り，それは観護という消去法的定義の性質と相まっ
て，観護を語りえぬもの，語りにくいもの（語るに
足らないもの）とする状況を生み出す。
このように, 鑑別や矯正教育との関係のみならず，

観護自体の構造によっても，その周縁的特性が生み
出される状況にあるが，それを固定化してきたのが
歴史的経緯である。
4 歴史的経緯
（1 ）初めての「誕生」

‘「観護」を，少年審判のための「収容」として位
置付けると，その歴史は，大正少年法の仮委託制度
により矯正院で行った分隔収容や矯正院出張所に行
き着く。また，「鑑別」が戦前の少年鑑別所にその淵
源を求めることができるのに対し，「観護｣ はその名
称及び独立機関としての淵源をたどると，戦後に設
置された少年観護所に行き着くこと。終戦直後に制
定された少年法や旧少年院法において，「少年観護
所」が初めて書き込まれるのである｡
しかし，この「観護」や「観護所」という名称の

由来は自明ではない。少年鑑別所への入所事由の多
くが, 家庭裁判所が決定する観護の措置であること
から，戦後少年法で定められた「観護の措置」をそ
の名称の由来と考えがちであるが，戦後少年法が制
定される過程を細かく追っていくと，様相が異なつ
てくる。
昭和2 3 年5 月1 0 日までの制定過程では「少年監

置所」や「一時保護所」等の名称案だったのが，同
月2 0 日の「矯正院法改正法案」で初めて「少年観護
所」という名称で公的な舞台に登場する。一方，現
在の観護の措置に当たる規定は，その時点では，そ
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れまでと同様に「仮処分」という名称のままで，「観
護の措置」という名称は，同年6 月1 9 日に提出され
た「少年法を改正する法律案」で初めて登場する。
つまり，残された資料の時系列で限って言えば，同
年5 月1 0 日から同月2 0 日までの1 0 日間に｢ 少年観
護所」が誕生し，それから1 か月間の間に「観護の
措置」が登場することから，「観護の措置」より「少
年観護所」の方が先に登場していたということにな
る。
この少年観護所は，アメリカのデイテンションホ

ームを念頭に制定されたが，業務の場所，職員，そ
して，処遇規則等の法的構造が矯正院出張所を引き
継いだものとなっており，現代の観護処遇の基本的
スタンスは，この時期の処遇の在り方から説明でき
る。そして，理念ではなく，予算上の都合により少
年鑑別所が附置され，その後，少年保護鑑別所及び
現在の少年鑑別所へと統合されることとなる。
（2 ）表舞台からの撤退
戦後の混乱期を乗り越え，社会情勢のみならず施

設運営も安定するに従い，観護処遇も保安一辺倒か
ら教育的志向性が強くなり，治療教育的処遇や探索
処遇と称される処遇が展開された。
もとより，審判前の在所者に非行を前提として問

題点の改善を図る働き掛けを行う事は，収容目的に
合致しないという議論はなされていたが，その一方
で，少年鑑別所への収容による副次的効果が, 健全
育成を超え, 非行からの更生に役立っていることも，
矯正の内外を問わず，臨床的に認められていた。
しかし，「家裁月報」に判事補（当時）による論文
（梶村1 9 8 0 ) が掲載されたことは重要であった。そ
こでは，審判前の少年に対して探索処遇や治療教育
的処遇，そして審判後の保護処分を見据えた資質鑑
別を行うことについて，厳しい批判が展開された。
本報告ではその内容よりも，そのような言説が「家
裁月報」という（社会構築主義的意味での）ステー
ジで掲載されたことの意義，つまり，少年鑑別所の
収容に内在的監督権を有する家庭裁判所から，観護
処遇（及び鑑別の一部）に対する不適正の疑義が公
に示されことが重要と考える。
健全育成を見据えた在所者への働き掛けは，内部

的には，理論的に便宜供与的処遇として整理され始
めた矢先であったが，実務上は, ･ 審判に資する資料
作成だけを目的とする意図的行動観察としてのみ許
容されることになっていく。それは名称どおり，処
遇ではなく，行動観察の一種であり，この時期の職
務研究等から観護や処遇に関する文献は激減してい
く。当然のことながら，少年鑑別所の存在意義は，
対外的には鑑別を前面に押し出さざるを得ない状況
であり，そして，「少年鑑別所における健全育成」と
いう難問は未解決のままであった。

（3 ）観護処遇の法令化（｢ 再誕生｣ ）
今回の鑑法では，「観護処遇」が改めて取り上げら

れ，初めて法律で定められている。このように再び
誕生するには，これまでの難問を不問にしたのでは
なく，それらを解消する行政的過程があった。それ
は，①施設間格差の是正・標準化，②権利義務関係
を護る適正処遇の定式化，③学習支援に代表される
育成的処遇の確立であり，これらの事項は全て相互
に関連し合っているが；最も重要なのは，これによ
り法的に一定の枠組みを固めたことである。
つまり，健全育成と適正処遇の関係が整理され，

二者択一や排他的比重の関係ではなく，「適正処遇を
土台にした健全育成｣ ，「適正処遇に健全育成を付加
する処遇」として確立したのであり，そこに非行性
の除去は含まれない。今後に議論の余地があるとし
ても，独立法の下で「少年鑑別所における健全育成」
が法定化された意義は，その歴史におい‘て圧倒的に
重要である。
4 考察
少年司法の表舞台に再登場した観護が帯びるその

周縁的な位置から，現代の少年司法に対して，以下
の重要な視点が浮かび上がる。それは，おとなによ
る理念的産物ではなく身柄としての「ありのまま」
の少年像，教育や鑑別の前提としての適正処遇，教
育権力に対する謙抑性，非教育機関における潜在的
教育機能，非自己完結性による処遇の継続必要性，
地域刑事政策の必要性, 社会的排除/ 包摂論における
施設（隔離）や他者像の見直し等である。しかし，
これらは観護の位置や歴史に映る極めて凡庸な視点
にすぎない。今後は，これら発見的な意義を，下記
のような様々な分野で展開することが必要である。
（1 ）少年司法への観点
ア関連法における身柄拘束の重要性
イ観護処遇における方法論の確立

（2 ）地域刑事政策への観点
（3 ）社会理論への観点
ア教育概念の再考
イ地域の社会的排除/ 包摂における少年鑑別
所収容（隔離）の意義
ウ「本質化された他者（少年像) 」の解放
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